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（
お
つ
と
め
）

三
選
文

速
欲
離
生
死

二
種
勝
法
中

そ
く

よ
く

り

し
ょ
う

じ

に

し
ゅ
し
ょ
う
ぼ
う
ち
ゅ
う

且
閣
聖
道
門

選
入
浄
土
門

し
ゃ

か
く
し
ょ
う
ど
う

も
ん

せ
ん
に
ゅ
う
じ
ょ
う

ど

も
ん

欲
入
浄
土
門

正
雑
二
行
中

よ
く
に
ゅ
う
じ
ょ
う

ど

も
ん

し
ょ
う
ぞ
う

に

ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

且
抛
諸
雑
行

選
応
帰
正
行

し
ゃ

ほ
う

し
ょ

ぞ
う
ぎ
ょ
う

せ
ん

の
う

き

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

欲
修
於
正
行

正
助
二
業
中

よ
く

し
ゅ

お

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

し
ょ
う
じ
ょ

に

ご
う
ち
ゅ
う

猶
傍
於
助
業

選
応
専
正
定

ゆ
う

ぼ
う

お

じ
ょ

ご
う

せ
ん

の
う

せ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

正
定
之
業
者

即
是
称
仏
名

し
ょ
う
じ
ょ
う

し

ご
う

し
ゃ

そ
く

ぜ

し
ょ
う
ぶ
つ
み
ょ
う

称
名
必
得
生

依
仏
本
願
故

し
ょ
う
み
ょ
う
ひ
っ

と
く
し
ょ
う

え

ぶ
つ

ほ
ん

が
ん

こ

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

願
以
此
功
徳

平
等
施
一
切

同
発
菩
提
心

往
生
安
楽
国
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（
過
去
の
提
要
判
決
）

昭
和3

6

年
度

念
仏
為
本

判
決

資
料
提
供

井
上
敬
信
さ
ん

綜

理
：
増
山

顕
珠

勧
学

本
講
師
：
桐
渓

順
忍

勧
学

講
題
：『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

典

議
：
土
井

忠
雄

司
教

【
論
題
提
要
】

第
二
、
念
佛
爲
本

題
意

信
因
稱
報
と
開
顯
さ
れ
た
祖
釋
を
鑑
と
し
て
、
元
祖
の
念
佛
爲
本
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
る
。

出
據

○
選
擇
集
標
宗
の
文｢

南
無
阿
彌
陀
佛

往
生
之
業
念
佛
爲
本｣

○
銘
文5

1
｢

南
無
阿
彌
陀
佛
往
生
之
業
念
佛
爲
本
と
い
ふ
は
、
安
養
淨
刹
の
往
生
の
正
因
は
念
佛
を
本
と
す
と
ま
ふ
す
み

こ
と
な
り
。
正
因
と
い
ふ
は
、
淨
土
へ
む
ま
る
ゝ
た
ね
と
ま
ふ
す
な
り｣

論
點

一
、

元
祖
の
敎
意

二
、

宗
祖
の
開
顯

三
、

念
佛
爲
本
の
所
顯

【「
念
仏
為
本
」
判
決
】

念
佛
為
本
の
研
究
の
目
的
は
、
元
祖
の
念
佛
為
本
の
本
義
を
尋
ね
て
、
元
高
二
祖
の
教
義
が
全
く
同
一
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
る
。

元
祖
は
「
選
択
集
」
に
、
往
生
之
業
念
佛
為
本
と
示
し
て
、
念
佛
往
生
義
を
明
さ
れ
た
。
こ
の
念
佛
は
称
念

佛
名
で
あ
り
、
称
名
が
唯
一
の
往
生
の
業
因
で
あ
る
旨
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
、
利
益
章
に
示
さ
れ
た
念
佛
の
無
上
功
徳
等
の
文
意
に
着
眼
し
、
元
祖
の
本
義
を
開
顕
し
て
信
因
称
報

の
義
を
確
立
さ
れ
た
。

元
祖
は
、
淨
土
教
初
開
の
時
運
に
当
っ
て
行
々
相
対
し
、
相
の
顕
著
な
も
の
に
つ
い
て
念
佛
為
本
と
示
し
、

宗
祖
は
淨
土
門
内
の
眞
仮
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
機
受
の
要
を
的
示
し
て
信
心
正
因
と
開
顕
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
会
読
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
宗
祖
の
伝
承
の
眞
意
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
は

意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
所
顕
に
つ
い
て
は
今
一
歩
の
研
究
を
進
め
た
な
ら
ば
一
層
有
意
義
な
会
読
と
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

以
上

（
過
去
の
判
決
）

平
成1

8

年
度

念
仏
為
本

判
決

平
成18

年

高
田
慈
昭
和
上
典
義

〔
題
意
〕

法
然
上
人
は
往
生
之
業
念
仏
為
本
と
標
示
し
、
第
十
八
願
を
念
仏
往
生
の
願
と
示
さ
れ
た
。
宗
祖

も
そ
の
法
義
を
継
承
さ
れ
た
。
こ
こ
に
念
仏
往
生
の
本
義
を
う
か
が
い
、
さ
ら
に
、
信
心
正
因
と
矛

盾
せ
ず
、
称
名
正
因
と
異
な
る
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
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〔
出
拠
〕

『
選
択
集
』
標
宗
の
文

「
南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
本
」、

『
往
生
要
集
』（『
真
聖
全
』
一
、
八
四
七
）「
助
念
方
法
」
総
結
要
行
の
文
、

『
本
典
』「
行
文
類
」
に
、『
選
択
集
』
標
宗
の
文
と
総
結
三
選
の
文
を
引
い
て
、『
選
択
集
』
全
体

を
総
括
し
て
念
仏
為
本
の
法
義
を
示
さ
れ
る
。

『
銘
文
』
広
（『
真
聖
全
』
二
、
五
九
五
）
同
略
（『
同
』
ニ
、
五
七
一
）
に
『
選
択
集
』
標
宗
の

文
を
釈
し
て

「〈
南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
本
〉
と
い
ふ
は
、
安
養
浄
土
の
往
生
の
正
因
は
念
仏
を
本
と

す
と
申
す
御
こ
と
な
り
と
し
る
べ
し
。
正
因
と
い
ふ
は
、
浄
土
に
生
れ
て
仏
に
か
な
ら
ず
成
る
た
ね

と
申
す
な
り
」
と
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
同
』
二
、
六
二
五
）
に
は

「
す
で
に
称
名
の
本
願
は
選
択
の
正
因
た
る
こ
と
悲
願
に
あ
ら
は
れ
た
り
」

等
と
。

そ
の
他
、「
念
仏
為
本
」
に
関
す
る
類
文
は
多
い
。

〔
釈
名
〕

「
念
仏
」
と
は
称
念
仏
名
で
あ
る
。
一
般
に
念
仏
と
い
え
ば
、
観
念
仏
体
、
憶
念
仏
徳
、
実
相
念

仏
等
、
種
々
あ
る
が
、
今
は
、
弥
陀
の
仏
名
を
称
念
す
る
口
称
で
あ
る
。

「
為
本
」
と
は
、「
本
」
は
根
本
、
宗
本
の
義
で
あ
る
。
余
な
し
と
い
う
意
味
で
、
往
生
の
因
は
念

仏
を
根
本
と
し
て
余
他
を
み
な
い
意
で
あ
る
。
異
本
に
「
念
仏
為
先
」
と
あ
る
が
、
同
義
で
あ
る
。

〔
義
相
〕

一
、『
選
択
集
』
と
『
往
生
要
集
』
の
念
仏
為
本

「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
は
、
も
と
『
往
生
要
集
』
中
末
、
第
五
「
助
念
方
法
」
総
結
要
行
の
文
で
あ
る
。『
選

択
集
』
標
宗
の
文
は
こ
の
文
に
拠
る
が
、『
要
集
』
と
文
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
義
は
少
し
く
異
な
る
。『
往
生

要
集
』
の
念
仏
は
、
一
往
、
要
門
中
の
念
仏
と
み
ら
れ
る
。
法
然
上
人
は
『
要
集
』
を
三
例
を
も
っ
て
見
、
結

論
と
し
て
弘
願
他
力
念
仏
と
同
じ
と
し
た
。
宗
祖
は
『
末
灯
鈔
』
に
「
恵
心
院
の
和
尚
は
、『
往
生
要
集
』
に

は
、
本
願
の
念
仏
を
信
楽
す
る
あ
り
さ
ま
を
あ
ら
は
せ
る
に
は
、〈
行
住
座
臥
を
簡
ば
ず
、
時
処
諸
縁
を
き
ら

は
ず
〉
と
仰
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
。

さ
て
、『
選
択
集
』
の
語
は
、
ま
ず
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
名
号
を
か
か
げ
、
次
に
「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」

の
八
字
を
挙
げ
て
あ
る
。
六
字
の
標
挙
は
、
第
十
八
願
、
選
択
本
願
の
念
仏
で
あ
り
、
称
名
正
定
業
で
あ
る
。

法
然
上
人
は
念
仏
一
行
に
よ
っ
て
万
人
が
往
生
を
と
げ
る
浄
土
教
を
独
立
さ
れ
た
。
そ
の
根
拠
は
善
導
大
師
の

称
名
正
定
業
義
で
あ
り
、
選
択
本
願
の
念
仏
と
開
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
「
本
願
章
」
に
は
一
切
の
諸
行

を
選
捨
し
、念
仏
一
行
を
選
取
さ
れ
た
の
は
凡
夫
悪
人
を
救
う
如
来
大
悲
の
選
択
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

念
仏
一
行
こ
そ
、
如
来
随
自
意
の
行
法
と
判
じ
、
さ
ら
に
勝
劣
難
易
の
分
別
を
し
て
、
念
仏
は
勝
易
の
二
徳
を

具
す
る
と
示
さ
れ
た
。
更
に
称
名
正
定
業
を
明
か
し
、
善
導
大
師
の
六
字
釈
を
引
証
し
、
他
力
に
よ
る
念
仏
義

を
開
顕
さ
れ
、
極
悪
最
下
の
人
の
た
め
に
極
善
最
上
の
法
た
る
念
仏
は
、
他
力
念
仏
義
で
あ
る
こ
と
を
顕
さ
れ

た
。
そ
れ
は
三
心
具
足
の
念
仏
で
あ
り
、
信
疑
決
判
し
て
、
信
心
を
も
っ
て
能
入
す
と
示
さ
れ
た
。
念
仏
は
名

号
を
信
受
し
て
称
え
る
他
力
の
念
仏
で
あ
る
義
を
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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二
、
念
仏
の
物
体
に
つ
い
て

念
仏
為
本
と
い
う
念
仏
の
物
体
は
名
号
で
あ
る
。
念
仏
と
は
三
心
よ
り
出
で
た
他
力
の
称
名
で
あ
る
。
法
然

上
人
の
念
仏
為
本
の
念
仏
は
、
衆
生
の
能
称
の
功
を
み
な
い
、
名
号
の
徳
用
か
ら
称
名
正
定
業
と
い
う
、
称
即

名
の
他
力
行
で
あ
る
。

宗
祖
は
、「
行
文
類
」
に
『
択
集
』
の
標
宗
と
総
結
三
選
の
文
を
引
用
し
て
、『
選
択
集
』
の
始
終
全
体
を
総

括
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
法
然
上
人
の
念
仏
往
生
義
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
、
第
十
八
願
名
を
「
念
仏
往
生

之
願
」「
選
択
本
願
」
と
出
さ
れ
、
随
処
に
そ
の
言
を
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
宗
祖
は
法
然
上
人
の
一
願
建

立
の
立
場
に
対
し
て
五
願
開
示
し
て
機
法
の
分
斉
を
鮮
明
に
さ
れ
、
称
名
行
を
第
十
七
願
所
誓
の
大
行
と
し
て

法
体
名
号
の
活
動
相
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。

衆
生
の
称
名
は
そ
の
体
名
号
で
あ
っ
て
、
名
号
は
名
声
と
立
誓
な
さ
れ
た
通
り
、
称
と
な
る
徳
を
も
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
名
号
に
内
蔵
す
る
讃
嘆
門
功
徳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
衆
生
の
能
称
の
ま
ま
、
仏
の
法
体
名
号
の
活

動
相
で
あ
る
。
こ
れ
は
能
称
所
称
不
二
の
故
に
宗
祖
は
「
念
仏
則
是
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
行
文
類
」
に
示
さ

れ
て
い
る
。
称
名
は
名
号
を
領
受
し
た
信
心
よ
り
露
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
「
真
実
信
心
必
具
名
号
」
と
釈
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
声
で
な
い
名
号
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
他
力
の
称
名
は
信
心
よ
り
必
然
的
に
露
現
し
た

も
の
で
あ
る
。

三
、
称
名
正
因
と
称
名
正
定
業

次
に
善
導
・
法
然
二
師
は
称
名
正
定
業
を
立
て
て
、念
仏
往
生
の
一
義
を
も
っ
て
勧
化
さ
れ
た
が
、宗
祖
は
、

信
心
正
因
と
示
さ
れ
た
。
こ
の
称
名
正
定
業
と
信
心
正
因
の
法
義
は
、
一
見
相
違
す
る
よ
う
で
あ
る
。
称
名
正

定
業
は
、
称
名
の
体
、
名
号
の
立
場
か
ら
業
因
を
定
め
、
信
心
正
因
は
往
生
成
仏
の
因
が
決
定
す
る
の
は
、
信

受
機
受
で
あ
る
と
顕
す
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
称
名
は
信
後
相
続
の
作
業
と
な
る
か
ら
、
信
心
正
因
称
名

報
恩
の
法
門
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
称
名
に
つ
い
て
行
徳
の
側
か
ら
正
定
業
を
成
じ
、
機
の
用
心
か
ら
い
え
ば

報
恩
と
な
る
。
元
祖
と
宗
祖
の
間
に
化
風
が
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
元
祖
は
、
外
聖
道
門
の
諸
行
に
対
し
て
行

々
相
対
し
、
浄
土
門
の
行
体
を
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
は
、
対
内
的
に
浄
土
門
内
に
機
受
の
極
要
を

示
し
て
、
信
心
正
因
の
義
を
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
は
矛
盾
せ
ず
、
当
然
両
立
す
る
。
宗
祖
に
あ
っ
て

も
、
対
外
的
に
聖
道
諸
行
に
比
対
す
る
と
き
は
、
念
仏
諸
善
比
校
対
論
と
、
念
仏
往
生
の
法
門
を
か
か
げ
ら
れ

て
い
る
。

更
に
称
名
正
定
業
義
が
称
名
正
因
義
に
な
ら
な
い
か
と
の
疑
問
が
あ
る
。

称
名
正
因
と
は
、
第
二
十
願
真
門
自
力
念
仏
の
立
場
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
能
称
の
功
を
積
集
し
て
、
己
が
功

徳
と
し
て
、
浄
土
へ
回
向
願
求
す
る
自
力
の
念
仏
で
あ
る
。
自
力
心
を
以
て
能
称
の
功
を
つ
の
り
、
己
が
善
根

と
励
ん
で
往
生
の
業
因
に
擬
す
る
自
力
念
仏
が
称
名
正
因
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
称
名
正
定
業
は
、
所
称

の
名
号
の
徳
用
か
ら
正
決
定
の
業
因
と
す
る
。所
謂
、称
名
即
名
号
と
い
う
他
力
念
仏
を
顕
す
の
で
あ
る
か
ら
、

混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

『
銘
文
』
に
は
「
安
養
浄
土
の
往
生
の
正
因
は
念
仏
を
本
と
す
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
『
選

択
集
』
標
宗
の
文
を
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
標
挙
を
か
か
げ
て
法
体
名
号
に
も
と
づ
く

念
仏
一
行
を
往
生
の
因
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
因
と
あ
っ
て
も
、
衆
生
の
能
称
の
功
徳
を
因
と
さ
れ
た
も

の
で
な
い
。

ま
た
念
仏
往
生
の
法
目
は
、
宗
祖
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
元
祖
の
念
仏
往
生
は
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」

を
も
っ
て
一
願
建
立
の
立
場
か
ら
行
々
相
対
し
て
浄
土
の
行
体
を
発
揚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
場
合

20230307更新 念仏為本
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は
、
同
じ
念
仏
往
生
の
宗
義
で
あ
っ
て
も
五
願
開
示
し
て
法
体
と
機
受
を
分
明
に
さ
れ
、
念
仏
即
ち
衆
生
の
称

名
を
法
体
に
ま
き
あ
げ
て
、
第
十
七
願
所
誓
の
我
名
を
大
行
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
行
文
類
」
に
は
大
行
を
出
体
し
て
「
称
無
礙
光
如
来
名
」
と
し
て
衆
生
の
称
名
と
な
る
名
号
即
ち
名
声
と

い
う
義
を
大
行
と
し
て
開
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
能
称
所
称
不
二
の
大
行
で
あ
る
。
故
に
念
仏
往
生
と
い

っ
て
も
称
即
名
に
帰
し
法
体
名
号
の
活
動
相
を
衆
生
の
称
名
の
と
こ
ろ
で
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
念
仏
と
云
う
と
き
は
、
法
体
・
信
心
・
称
名
の
三
法
相
即
の
念
仏
で
あ
る
。

四
、
信
心
正
因
と
念
仏
為
本

以
上
の
ご
と
く
、
念
仏
為
本
の
念
仏
は
、
他
力
行
と
し
て
の
正
定
業
で
あ
り
、
衆
生
の
能
称
の
功
を
み
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
称
名
正
定
業
義
も
、
能
称
の
功
を
つ
の
っ
て
往
生
の
業
因
に
擬
す
る
称
名
正
因
説
で
は

な
く
、
信
心
正
因
の
法
義
と
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
念
仏
為
本
は
決
し
て
信
心
正
因
と
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
く
、
往
生
の
正
因
に
つ
い
て
は
、
元
祖
も
『
選
択
集
』
の
「
三
心
章
」
に
「
生
死
之
家
以
疑
為
所

止
涅
槃
之
城
以
信
為
能
入
」と
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、信
疑
を
も
っ
て
迷
悟
の
岐
路
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以

上

（
過
去
の
判
決
）

平
成2

8

年
度

念
仏
為
本

判
決

「
念
仏
為
本
」
判
決

【
題
意
】

念
仏
為
本
と
い
う
言
葉
は
法
然
聖
人
の
『
選
択
集
』
冒
頭
の
標
宗
の
文
に
あ
る
。
こ
れ
は
宗
祖
が
示
さ
れ
た
信

心
正
因
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
称
名
正
因
と
も
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
選
択
集
』
標
宗
の
文

【
釈
名
】

｢

念
仏｣

の｢

念｣

に
は
憶
念
・
観
念
・
称
念
、｢

仏｣

に
は
仏
徳
・
仏
体
・
仏
名
と
の
意
味
が
あ
り
、｢

念
仏｣

の
意

味
と
し
て
は
憶
念
仏
徳
・
観
念
仏
体
・
称
念
仏
名
な
ど
が
考
え
ら
え
る
が
、
こ
こ
で
の
念
仏
は
称
念
仏
名
で
あ

る
。｢

為
本｣

と
は
為
正
の
意
で
正
し
き
因
と
な
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と｢

念
仏
為
本｣

は
、
称
名

念
仏
一
つ
が
往
生
と
い
う
結
果
を
引
き
起
こ
す
正
し
き
因
と
な
る
力
用
で
あ
る
と
い
う
意
味
と
な
る
。

【
義
相
】

一
、
標
宗
の
意
義

『
選
択
集
』
で
は
、｢

選
択
本
願
念
仏
集｣

と
い
う
題
号
に
続
い
て｢

南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為

本｣

と
い
う
『
選
択
集
』
全
体
の
内
容
を
端
的
に
示
す
言
葉
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
標
宗
の
文
と
い
う
。

標
宗
の
文
は
題
号
の｢

念
仏｣

が
観
念
の
念
仏
で
は
な
く
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
口
称
す
る
称
名
念
仏
で
あ

る
と
示
し
、
こ
の
口
称
念
仏
を
も
っ
て
往
生
業
の
根
本
と
す
る
こ
と
を
、
以
下
十
六
章
を
通
し
て
展
開
し
て
い

く
旨
を
標
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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二
、『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
「
往
生
之
業

念
仏
為
本
」
の
意
義

｢
往
生
之
業

念
仏
為
本｣

と
い
う
語
は
、
も
と
も
と
源
信
和
尚
の
『
往
生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方
法
の
第

七
総
結
要
行
に
、
何
れ
の
行
業
を
往
生
の
要
と
す
る
か
と
い
う
問
い
を
設
け
て
、
大
菩
提
心
・
護
三
業
・
深
信

・
至
誠
・
常
・
念
仏
・
随
願
の
七
法
を
挙
げ
る
な
か
、
そ
の
六
番
目
の
念
仏
に
つ
い
て｢

往
生
之
業

念
仏
為

本｣

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
は
、｢

仏
を
称
念
す
る
は
、
こ
れ
行
の
善
な
り｣

と
あ
る
の
で
称

名
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
助
念
方
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、｢

一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ

た
は
ず
、
万
術
を
も
つ
て
観
念
を
助
け
て
、
往
生
の
大
事
を
成
ず｣

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
称
名
念
仏

は
観
念
念
仏
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
法
然
聖
人
は
『
往
生
要
集
大
綱
』
に
お
い
て
、｢

往
生
之
業

念
仏
為
本｣

の
念
仏
は
前
後
の
六

法
の
助
け
を
か
り
て
往
生
の
行
と
な
る
も
の
で
、
一
旦
は
、
い
わ
ゆ
る
助
念
仏
の
位
に
あ
る
も
の
と
解
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
『
往
生
要
集
』
大
文
第
八
念
仏
証
拠
に
は
、『
大
経
』
三
輩
段
の
そ
れ
ぞ
れ
に
往
生
業
と

し
て｢

一
向
専
念｣

の
念
仏
が
共
通
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
四
十
八
願
の
中
で
念
仏
往
生
を
誓
わ

れ
た
第
十
八
願
が
特
別
な
願
と
し
て
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
『
観
経
』
下
下
品
の
意
を
も
っ
て
、
極
重
の
悪
人
に

は
念
仏
よ
り
他
に
往
生
の
道
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
然
聖
人
は｢

こ
れ
す
な
は
ち
こ

の
『
集
』
の
本
意
な
り｣

と
記
し
、
第
十
八
願
所
誓
の
称
名
念
仏
こ
そ
が
、『
往
生
要
集
』
の
最
も
重
要
な
行
業

で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。『
選
択
集
』
に
お
い
て｢

南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為
本｣

と
標
さ
れ
た
の

は
こ
の
理
解
に
基
づ
く
。

三
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
往
生
之
業

念
仏
為
本
」
の
意
義

①
偏
依
善
導

・
善
導
の
称
名
正
定
業
の
意
義

善
導
大
師
は
第
十
八
願
の｢

乃
至
十
念｣

を｢

下
至
十
声｣

等
と
釈
し
、
ま
た
『
観
経
疏
』｢
散
善
義｣

の
就
行
立

信
釈
で
、
ま
ず
往
生
行
を
正
行
・
雑
行
の
二
行
に
分
け
、
五
正
行
の
中
、
第
四
の
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
し
、

前
三
後
一
を
助
業
と
し
て
い
る
。
正
定
業
と
は
、
ま
さ
し
く
往
生
を
決
定
す
る
行
業
・
業
因
の
意
で
あ
り
、
往

生
と
い
う
結
果
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
力
用
を
い
う
。
善
導
大
師
は
称
名
が
正
定
業
で
あ
る
理
由
を｢

順

彼
仏
願
故｣

と
述
べ
て
、
本
願
が
根
拠
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
法
然
聖
人
の
念
仏
為
本
の
教
示
は
、『
選
択
集
』

後
述
に｢

偏
に
善
導
一
師
に
依
る｣

と
述
べ
ら
れ
る
姿
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②
三
選
の
文

｢

三
選
の
文｣

は
『
選
択
集
』
全
体
を
要
約
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。｢

三
選
の
文｣

に
お
け
る
三
つ
の｢

選｣

は
、
第
一
の｢

選｣

に
よ
っ
て
聖
道
門
を
閣
い
て
浄
土
門
を
選
び
と
り
、
第
二
の｢

選｣

に
よ
っ
て
雑
行
を
抛
っ
て

正
行
を
選
び
と
り
、
第
三
の｢

選｣

に
よ
っ
て
助
業
を
傍
ら
に
し
て
正
定
業
を
選
び
と
る
こ
と
が
教
示
さ
れ
る
。

最
後
に
正
定
業
と
は
称
名
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
後
、｢

名
を
称
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。
仏
の

本
願
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り｣

と
結
ば
れ
、
善
導
大
師
を
承
け
て
称
名
正
定
業
は
本
願
を
根
拠
と
す
る
と
述
べ
ら

れ
る
。

③
為
本
と
為
先

『
本
典
』
の
後
拔
に
よ
れ
ば
、
宗
祖
が
法
然
聖
人
か
ら
付
属
さ
れ
た
『
選
択
集
』
に
は
、｢

念
仏
為
本｣

と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
大
谷
大
学
蔵
鎌
倉
時
代
書
写
本
並
び
に
本
山
蔵
版
『
七
祖
聖
教
』
所
収

本
の
い
ず
れ
も
が｢

念
仏
為
本｣

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
京
都
府
廬
山
寺
蔵
書
写
本
や
奈
良
県
当
麻
寺
往
生
院

元
久
元
年
書
写
本
は｢

念
仏
為
先｣

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
本
に
よ
っ
て｢

為
本｣

と｢

為
先｣

と
の
相

違
は
あ
る
が
、｢

為
先｣

と
い
っ
て
も
前
後
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
最
要
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
意
味
は｢

為
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本｣
と
同
じ
で
あ
る
。

四
、
法
然
に
お
け
る
念
仏
と
信
心

・
信
疑
決
判
、
念
仏
為
本
と
標
す
る
意
義

『
選
択
集
』｢
三
心
章｣

で
は
、｢

生
死
の
家
に
は
疑
を
も
つ
て
所
止
と
な
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
も
つ
て

能
入
と
な
す｣

と
の
文
が
あ
り
、
信
疑
に
よ
っ
て
、
迷
悟
が
分
か
れ
る
と
い
う
信
疑
決
判
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
標
宗
の
文
に
お
い
て
往
生
の
業
に
つ
い
て
念
仏
為
本
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
選
択
集
』
全

体
の
所
顕
は
念
仏
往
生
で
あ
る
。
信
心
も
念
仏
も
名
号
領
受
の
相
で
あ
る
が
、
法
然
聖
人
は
浄
土
宗
独
立
と
い

う
対
外
的
意
図
か
ら
、
本
願
の
行
た
る
念
仏
と
非
本
願
の
行
た
る
諸
行
と
を
行
々
相
対
し
て｢

往
生
之
業

念

仏
為
本｣

と
標
し
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
念
仏
は
行
中
摂
信
の
念
仏
で
あ
り
、
ま
た
名
号
願

力
の
活
動
相
と
し
て
の
念
仏
で
あ
る
。

五
、
宗
祖
に
お
け
る
信
心
と
念
仏

①
「
念
仏
為
本
」
の
継
承

宗
祖
は｢

行
文
類｣

大
行
出
体
釈
に
大
行
を｢

称
無
礙
光
如
来
名｣

と
称
名
で
示
し
、
ま
た
標
宗
の
文
と｢

三
選

の
文｣

と
を
『
選
択
集
』
一
部
の
要
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
破
闇
満
願
が
称
名
で
語
ら
れ
る
等
、

信
心
の
み
が
強
調
さ
れ
、
称
名
念
仏
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
宗
祖
が
師
法
然
聖
人
の｢

念
仏
為

本｣

を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

②
信
心
正
因
と
念
仏
為
本
の
関
係

信
心
も
念
仏
も
名
号
領
受
の
相
で
あ
る
。
念
仏
為
本
は
名
号
の
活
動
相
と
し
て
顕
著
な
念
仏
に
お
い
て
業
因

を
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
行
証
の
三
法
組
織
と
な
り
、
行
と
証
と
が
直
接
し
て
名
号
独
用
を
示
し

て
い
る
。
信
心
正
因
は
名
号
領
受
の
極
要
で
あ
る
信
心
に
お
い
て
正
因
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教

行
信
証
の
四
法
組
織
と
な
り
、
信
と
証
と
が
直
接
し
て
、
往
因
決
定
は
名
号
領
受
の
時
す
な
わ
ち
信
一
念
で
あ

る
と
い
う
唯
信
正
因
を
示
し
て
い
る
。
信
心
正
因
と
念
仏
為
本
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

【
結
び
】

念
仏
為
本
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
救
済
の
力
用
で
あ
る
名
号
願
力
が
衆
生
の
上
で
活
動
し
て
い
る
相
を
念
仏

で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
称
功
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
称
名
正
因
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
信

心
正
因
と
相
違
す
る
も
の
で
も
な
い
。

以
上

20230307更新 念仏為本
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（
今
年
の
提
要
）2

0
2
3
(

令
和5

)

年
度

提
要

【
題
意
】

「
念
仏
為
本
」
と
い
う
言
葉
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
冒
頭
の
標
宗
の
文
に
よ
る
。
法
然
聖
人
が
第
十
八
願

に
立
脚
し
開
顕
さ
れ
た
念
仏
往
生
の
本
意
と
、
宗
祖
の
説
示
さ
れ
た
信
心
正
因
と
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
、
ま
た

能
称
の
功
を
み
る
称
名
正
因
と
も
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
標
宗
の
文
「
南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業
念
仏
為
本
」

「
行
文
類
」
大
行
釈

「
化
身
土
文
類
」
後
序

『
尊
号
真
像
銘
文
』
広
本(

正
嘉
本)

・
略
本(

建
長
本)
他

【
釈
名
】

「
念
仏
」「
為
本
」

【
義
相
】

一
、『
往
生
要
集
』
と
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
の
念
仏
為
本
の
相
違

①
『
要
集
』
の
「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
の
意

②
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
の
意

・『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
標
宗
の
文
意

(

善
導
大
師
の
本
願
念
仏
の
継
承
・
如
来
選
択
の
本
願
念
仏)

・「
為
本
」
と
「
為
先
」

一
、
法
然
聖
人
の
信
心
と
念
仏
の
関
係
性

・
行
行
相
対(

諸
行
に
対
す
る
称
名
【
行
中
摂
信
】)

・
信
心
と
念
仏
の
関
係
性(

信
疑
決
判
の
文
や
『
黒
谷
聖
人
御
灯
録
』
等
の
文)

一
、
宗
祖
の
「
念
仏
為
本
」
の
相
承
と
、
信
心
正
因

20230307更新 念仏為本
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ভ
ഭ
੧


ਔ

ল
ು

平
成18

年
判
決
に
し
た
が
う
。

『
選
択
集
』
標
宗
の
文
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1253

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1183

頁
）

南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為
本
（
大
谷
大
学
蔵
鎌
倉
時
代
書
写
・
本
派
本
願
寺
蔵
）

先
（
当
麻
寺
奥
院
蔵
（
往
生
院
本
）・
廬
山
寺
本
）

『
往
生
要
集
』
助
念
方
法

総
結
要
行

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1151

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1030

頁
）

【54

】

第
七
に
総
結
要
行
と
は
、
問
ふ
、
上
の
諸
門
の
な
か
に
陳
ぶ
る
と
こ
ろ
す
で

に
多
し
。
い
ま
だ
知
ら
ず
、
い
づ
れ
の
業
を
か
往
生
の
要
と
な
す
。
答
ふ
。
大
菩
提
心
と
、

三
業
を
護
る
と
、
深
く
信
じ
、
誠
を
至
し
て
、
常
に
仏
を
念
ず
と
は
、
願
に
随
ひ
て
決
定

し
て
極
楽
に
生
ず
。
い
は
ん
や
ま
た
、
余
の
も
ろ
も
ろ
の
妙
行
を
具
せ
ら
ん
を
や
。

問

ふ
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
こ
れ
ら
を
往
生
の
要
と
な
す
。
答
ふ
。
菩
提
心
の
義
は
、
前
に
つ

ぶ
さ
に
釈
す
る
が
ご
と
し
。
三
業
の
重
悪
は
よ
く
正
道
を
障
ふ
。
ゆ
ゑ
に
す
べ
か
ら
く
こ

れ
を
護
る
べ
し
。
往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
な
す
。
そ
の
念
仏
の
心
は
、
か
な
ら
ず
す
べ

か
ら
く
理
の
ご
と
く
す
べ
し
。
ゆ
ゑ
に
深
信
・
至
誠
・
常
念
の
三
の
事
を
具
す
。
常
念
に

三
の
益
あ
り
。
迦
才
の
い
ふ
が
ご
と
し
。「
一
に
は
諸
悪
の
覚
観
、
畢
竟
じ
て
生
ぜ
ず
。

ま
た
業
障
を
消
す
る
こ
と
を
得
。
二
に
は
善
根
増
長
し
、
ま
た
見
仏
の
因
縁
を
種
う
る
こ

と
を
得
。
三
に
は
薫
習
熟
利
し
て
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
正
念
現
前
す
」（
浄
土
論
）

と
。｛
以
上
｝
業
は
願
に
よ
り
て
転
ず
。
ゆ
ゑ
に
随
願
往
生
と
い
ふ
。
総
じ
て
こ
れ
を
い

へ
ば
、
三
業
を
護
る
は
、
こ
れ
止
の
善
な
り
。
仏
を
称
念
す
る
は
、
こ
れ
行
の
善
な
り
。

菩
提
心
お
よ
び
願
は
、
こ
の
二
の
善
を
扶
助
す
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
ら
の
法
を
往
生
の
要
と
な

す
。
そ
の
旨
経
論
に
出
で
た
り
。
こ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。

『
本
典
』「
行
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻48

頁
）（『
註
釈
版
』187

頁
）

に
、『
選
択
集
』
標
宗
の
文
と
総
結
三
選
の
文
を
引
い
て
、『
選
択
集
』
全
体
を
総
括
し
て
念
仏
為
本

の
法
義
を
示
さ
れ
る
。

『
選
擇
本
願
念
佛
集
』（
源
空
集
）
云
、「
南
无
阿
彌
陀
佛
Ａ
往
生
之
業
Ｂ
念
佛
爲
本
Ｃ
」

又
（
選
擇
集
）
云
、「
夫
速
欲
離
生
死
、
二
種
勝
法
中
且
閣
聖
道
門
、
選
入
淨
土
門
。
欲

入
淨
土
門
、
正
雜
二
行
中
且
抛
諸
雜
行
、
選
應
歸
正
行
。
欲
修
於
正
行
、
正
助
二
業
中
猶

傍
於
助
業
、
選
應
專
正
定
。
正
定
之
業
者
卽
是
稱
佛
名
。
稱
名
必
得
生
。
依
佛
本
願
故
。」

Ｗ
已
上
Ｒ

『
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻640

頁
）（『
註
釈
版
』665

頁
）

〔
正
嘉
本
〕

〔
建
長
本
〕

「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
と
い
ふ
は
、
聖
人
の
御
製
作
日
本
源
空
聖
人
の
の
た
ま
は
く
、『
選
擇
本
願
念
佛
集
』

20230307更新 念仏為本
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也
。

に
い
は
く
、

「
南
无
阿
彌
陀
佛
往
生
之
業
念
佛
爲
本
」
と
い
ふ
は
、
「
南
无
阿
彌
陀
佛
往
生
之
業
念
佛
爲
本
」
と
い
ふ
は
、

安
養
淨
土
の
往
生
の
正
因
は
念
佛
を
本
と
す
と
ま
ふ
安
養
淨
刹
の
往
生
の
正
因
は
念
佛
を
本
と
す
と
ま
ふ
す

す
御
こ
と
也
と
し
る
べ
し
。

み
こ
と
な
り
。

正
因
と
い
ふ
は
、
淨
土
に
む
ま
れ
て
佛
に
か
な
ら
ず
正
因
と
い
ふ
は
、
淨
土
へ
む
ま
る
ゝ
た
ね
と
ま
ふ
す
な

な
る
た
ね
と
ま
ふ
す
な
り
。

り
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻691

頁
）（『
註
釈
版
』703

頁
）

「
す
で
に
称
名
の
本
願
は
選
択
の
正
因
た
る
こ
と
悲
願
に
あ
ら
は
れ
た
り
」

等
と
。

間
違
え
や
す
い
類
文
（
こ
の
と
き
念
は
心
念
）

『
西
方
指
南
抄
』
巻
中
本

五
、
十
八
条
法
語

第
十
一
条
（『
聖
典
全
書
』
三
巻932

頁
）

又
云
、
往
生
の
業
成
は
、
念
を
も
て
本
と
す
。
名
號
を
稱
す
る
は
、
念
を
成
ぜ
む
が
た
め

也
。
も
し
聲
は
な
る
ゝ
と
き
、
念
す
な
わ
ち
懈
怠
す
る
が
ゆ
へ
に
、
常
恆
に
稱
唱
す
れ
ば

す
な
わ
ち
念
相
續
す
。
心
念
の
業
、
生
を
ひ
く
が
ゆ
へ
也
。




念
仏

१
থ
५
ॡ
জ
⑁
ॺ

buddhAnusm
Rti

念
仏
。
仏
を
憶
念
す
る
。

転
じ
て
仏
の
相
好
を
等
を
念
観

或
い
は
仏
の
名
号
を
唱
ふ
る
の
意
に
用
い
ら
れ
る

（
望
月
仏
教
大
辞
典
）

buddha

覚
者
。
知
者
。
或
い
は
覚
と
訳
す
。（
望
月
仏
教
大
辞
典
）

sm
Rti

憶
念
。
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
。

『
倶
舎
論
』
第
四(T

29.19a)

「
念
謂
於
縁
明
記
不
忘
」（
念
と
は
云
何
。
謂
く
縁
に
於
い
て
明
記
し
て
忘
れ
ざ
る
な
り
。）

『
成
唯
識
論
』
第
五
（T

31.28b

）

「
云
何
爲
念
。
於
曾
習
境
令
心
明
記
不
忘
爲
性
。
定
依
爲
業
。」

（
云
何
が
念
と
為
。
曾
て
習
へ
る
境
に
於
い
て
心
を
し
て
明
記
不
忘
な
ら
し
む
る
を
性
と

為
し
、
定
の
依
た
る
を
業
と
為
す
。）

ஊ
ଝ
␟
౾
ଶ
প
ခ
ਮ
ോ
๕
␠

念

①
お
も
ふ
㋑
こ
こ
ろ
に
か
け
る
㋺
お
ぼ
え
る

④
と
な
へ
る
。
く
ち
ず
さ
む
。

20230307更新 念仏為本
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⑧
極
め
て
短
い
時
間

佛

⑨
ほ
と
け
。
梵
語Buddha

の
音
訳
。
覚
者
の
意
。

『
観
経
疏
』
玄
義
分

釈
名
門
（『
聖
典
全
書
』
一
巻658

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇301

頁
）

「
仏
」
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
西
国
（
印
度
）
の
正
音
な
り
。
こ
の
土
（
中
国
）
に
は
「
覚
」
と

名
づ
く
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
仏
と
な
す
。

「
自
覚
」
と
い
ふ
は
凡
夫
に
簡
異
す
。
こ
れ
声
聞
は
狭
劣
に
し
て
、
た
だ
よ
く
自
利
の
み

あ
り
て
、
闕
け
て
利
他
の
大
悲
な
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

「
覚
他
」
と
い
ふ
は
二
乗
に
簡
異
す
。
こ
れ
菩
薩
は
智
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
よ
く
自
利
し
、
悲

あ
る
が
ゆ
ゑ
に
よ
く
利
他
し
、
つ
ね
に
よ
く
悲
智
双
行
し
て
有
無
に
着
せ
ざ
る
に
よ
る
。

「
覚
行
窮
満
」
と
い
ふ
は
菩
薩
に
簡
異
す
。
こ
れ
如
来
は
智
行
す
で
に
窮
ま
り
、
時
劫
す

で
に
満
ち
て
、
三
位
を
出
過
せ
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
名
づ
け
て
仏
と
な
す
。

Ｑ

「
念
仏
為
本
」
の
念
仏
は
？

Ａ

『
選
択
集
』
念
仏
為
本
の
念
仏
は
称
念
仏
名
。

『
往
生
要
集
』
の
念
仏
為
本
の
念
仏
は
称
念
と
観
念
の
両
通
。
詳
し
く
は
義
相
に
譲
る
。

為

（
諸
橋
大
漢
和
辞
典
）

為

①
な
す
。
㋑
つ
く
る
。
こ
し
ら
へ
る
。
㋺
行
ふ
㋩
ほ
ど
こ
す
。
㊁
み
な
す
。

②
な
る
。
㋑
出
来
上
が
る
。
成
就
す
る
。
㋺
此
の
状
か
ら
彼
の
状
に
移
り
変
わ
る
。

⑳
す
な
は
ち
。
上
を
承
け
て
下
を
起
こ
す
詞
。
㋑
則
に
同
じ
㋺
乃
に
同
じ

㉑
こ
れ
。
発
語
の
助
辞
。
是
に
同
じ
。

本

（
諸
橋
大
漢
和
辞
典
）

本

①
も
と
。
㋑
ね
。
ね
も
と
。
根
。
㋺
み
き
。
幹
。
㋩
も
と
ゐ
。
ど
だ
い
。
根
基
。
㋥
お
こ
り
。
は
じ
め
。

始
。
本
末
、
終
始
也
。
㋭
み
な
も
と
。
原
泉
。
㋬
き
ぢ
。
し
た
ぢ
。
本
質
。
㋣
吾
が
身
。
㋾
か
な
め
。
切

要
。

②
た
だ
し
い
。
ま
こ
と
。

③
も
と
づ
く
。
も
と
と
す
る
。

④
こ
の
。
こ
れ
。
こ
こ
。
当
該
。

本
体

ま
こ
と
の
す
が
た
。
そ
の
物
の
正
体
。

本
当

ま
こ
と
。
真
実
。

先

①
す
す
む
。
す
す
め
る
。

②
さ
き
。
㋑
は
じ
め
。
始
。
㋺
ま
へ
。
首
。
㋩
第
一

③
む
か
し
。
以
前
。

④
さ
き
だ
ち
。
さ
き
が
け
。

⑨
ま
づ
。
さ
き
に
。
㋑
は
や
く
。
は
や
い
。
㋺
ま
つ
さ
き
に
。
さ
き
だ
ち
と
な
っ
て
。
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⑩
さ
き
に
す
る
。
さ
き
ん
ず
る
。
㋑
た
つ
と
ぶ
。
㋺
推
す
。
譲
る
。
㋩
た
か
い
。
す
ぐ
れ
る
。
㋥
重
ん
ず

る
。

়


廃
立
義

（
本
の
④
義

本
体
・
正
体
）

佛

念

本

為

（
往
生
の
業
は
）
ブ
ッ
ダ
を

お
も
ふ

こ
と
が
正
体
で
あ
る
。

と
な
へ
る

正
助
（
根
本
枝
末
、
先
後
）
の
義

余
行
を
従
え
て
念
仏
を
首
と
す
る
義

佛

念

本

為

（
往
生
の
業
は
）
ブ
ッ
ダ
を

お
も
ふ

こ
と
が

根
本

で
あ
る

と
な
へ
る

第
一

で
あ
る

先

ଝ
ৼ

（
参
考
）
無
量
寿
経
の
念
仏

૮

ํ
৽

『
大
経
』

『
如
来
会
』

藤
田
宏
達
『
梵
本
和
訳
無
量
寿
経
阿
弥
陀
経
』

第
十
八
願

第
十
八
願

第
十
八
願

乃
至
十
念

乃
至
十
念

浄
信
の
心
を
も
っ
て
わ
た
く
し
を
随
念
す
る

（『
聖
典
全
書
』
二
巻6

（
浄
信

prasannacitta

澄
み
切
っ
て
清
ら
か
と
な

7

頁
）

り
静
か
な
喜
び
や
満
足
の
感
ぜ
ら
れ
る
心
）
＝
（

（『
註
釈
版
』212

頁
）

信prasAda

）
と
同
意
。（
随
念anusm

areyus

）

第
十
九
願

「
た
と
え
十
た
び
心
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
も
」

（
十

dazabhiz

念

cittopAdaparivartaiH)

第
十
八
願
成
就
文

信
心
歓
喜
乃
至
一
念

乃
至
能
発
一
念
浄
信
歓
喜
た
と
え
一
た
び
心
を
起
こ
す
こ
と
だ
け
で
も

愛
楽

浄
信
に
と
も
な
わ
れ
た
深
い
指
向
を
も
っ
て
心
を
起

（『
聖
典
全
書
』
二
巻93

こ
す
な
ら
ば

頁
）（『
註
釈
版
』250

頁
）

乃
至
一
念ekacittopAdam

浄
信prasAda

の
引
用
の
仕
方
は
特
殊

三
輩
段

（
上
）
一
向
専
念
無
量
専
念
無
量
寿
仏

彼
の
如
来
を
様
相
の
上
か
ら
い
く
た
び
も
思
念
し

寿
仏

（
中
）
一
向
専
念
無
量
専
念
無
量
寿
仏

か
し
こ
の
仏
国
土
に
心
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
者

寿
仏

20230307更新 念仏為本
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（
下
）
一
向
専
意
乃
至
以
清
浄
心
向
無
量
寿
如
来
十
た
び
心
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
随
念

十
念
念
無
量
寿
仏

乃
至
十
念
念
無
量
寿
仏

十
念dazacittopAdAt

乃
至
一
念

獲
得
一
念
浄
心
。

一
た
び
心
を
起
こ
す
こ
と
だ
け
で
も
、
彼
の
如
来
を

念
於
彼
仏
以
至
誠
心
願
発
一
念
心

念
無
量
寿
仏

思
念
し
、
彼
の
仏
国
土
に
対
し
て
切
望
を
起
こ
す
で

生
其
国

あ
ろ
う
な
ら
ば

弥
勒
付
属

歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念

一
念
喜
愛
之
心
（『
聖
典
全
た
と
え
一
た
び
で
も
心
の
浄
信
を
得
る
で
あ
ろ
う
衆

書
』
一
巻334

頁
）

生
た
ち

『
選
択
集
』｢

利
益
章｣

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1281

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1223

頁
）

い
ま
こ
の
「
一
念
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
上
の
念
仏
の
願
成
就
の
な
か
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
一
念
と
下
輩

の
な
か
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
一
念
と
を
指
す
。
願
成
就
の
文
の
な
か
に
一
念
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、

い
ま
だ
功
徳
の
大
利
を
説
か
ず
。
ま
た
下
輩
の
文
の
な
か
に
一
念
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
功
徳

の
大
利
を
説
か
ず
。
こ
の
〔
流
通
分
の
〕
一
念
に
至
り
て
、
説
き
て
大
利
と
な
し
、
歎
め
て
無
上
と

な
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
れ
上
の
一
念
を
指
す
。

「
行
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻96

頁
）（『
註
釈
版
』254

頁
）
菩
提
心
の
心
を
釈
し
て

〈
質
多
〉
と
は
天
竺
の
音
な
り
、
こ
の
方
に
は
心
と
い
ふ
。
心
と
は
す
な
は
ち
慮
知
な
り
」
と
。｛
以
上
｝



અ


৽
؞


भ

บ

『
雑
阿
含
経
』33

巻
（T

02.0237c21

）

六
念
（
如
来
、
法
、
僧
、
戒
、
施
、
天
を
念
ず
る
）
の
念
如
来

何
等
六
念
。
謂
聖
弟
子
念
如
來
事
。
如
來
・
應
（
供
）・
等
正
覺
（
正
遍
知
）・
明
行
足
・
善
逝
・
世

間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
佛
・
世
尊
。

（
仏
は
十
号
具
足
の
応
等
正
覚
者
で
あ
る
と
念
ず
る
）

『
増
一
阿
含
経
』
第
二
広
演
品
（T

02.0554a

）

世
尊
告
曰
。
若
有
比
丘
正
身
正
意
。
結
跏
趺
坐
繋
念
在
前
。
無
有
他
想
專
精
念
佛
。
觀
如
來
形
未
曾

離5

目
。
已
不
離
目
便
念
如
來
功
徳
。

如
來
體
者
。
金
剛
所
成
十
力
具6

長
。
四
無
所
畏
在
衆
勇
健
。

如
來
顏
貎
端
正
無
雙
。
視
之
無
厭
。
戒
徳
成
就
。
猶
如
金
剛
而
不
可
毀
。
清
淨
無
瑕
亦
如7

琉
璃
。

如
來
三
昧
未
始
有
減
。
已
息
永
寂
而
無
他
念
。
憍
慢
強
梁
諸
情
憺8

怕
。
欲
意
恚
想
愚
惑
之
心
。
猶

豫9

網
結
皆
悉
除
盡
。

如
來
慧
身
。
智
無10

崖
底
。
無
所
罣
礙
。

如
來
身
者
。
解
脱
成
就
諸
趣
已
盡
無
復
生
分
。
言
我
當
更
墮
於
生
死
。

如
來
身
者
。
度
知
見11

城
知
他
人
根
應
度
不
度
。12

此
死
生
彼
周
旋
往
來
生
死
之
際
。

有
解
脱
者
無
解
脱
者
。
皆
具
知
之
。

是
謂
修
行
念
佛
便
有
名
譽
。
成
大
果
報
諸
善
普
＊
至
。
得
甘
露
味
至
無
爲
處
。
便
成
神
通
除
諸
亂
想
。

20230307更新 念仏為本
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獲
沙
門
果
自
致
涅
槃
。
是
故
諸
比
丘
。
常
當
思
惟
不
離
佛
念
。

（
仏
の
相
好
を
観
じ
、
仏
の
功
徳
（
十
力
・
四
無
所
畏
、
戒
・
定
・
慧
・
解
脱
・
解
脱
智
見
な
ど
）
を
念
ず
る
）

『
般
舟
三
昧
経
』（T

13.897a

）

即
問
。
持
何
法
得
生
此
國
。

阿
彌
陀
佛
報
言
。
欲
來
生
者
當
念
我
名
。
莫
有
休
息
則
得
來
生
。

佛
言
。
專
念
故
得
往
生
。
常
念
佛
身
有
三
十
二
相
八
十
種
好
。
巨
億
光
明
徹
照
。
端
正
無
比
。
在
菩

薩
僧
中
説
法
不
壞
色
。

（
称
名
し
、
常
に
仏
身
の
相
好
、
光
明
、
サ
ン
ガ
の
中
で
説
法
し
て
も
色
あ
せ
な
い
こ
と
を
念
ず
る
）

『
華
厳
経
』
巻
七
（T

9.437b)

念
佛
三
昧
必
見
佛

命
終
之
後
生
佛
前

見
彼
臨
終
勸
念
佛

又
示
尊
像
令
瞻
敬

『
同
』
巻
四
六
（T

9.690a

）

善
男
子
。
我
唯
知
此
普
門
光
明
觀
察
正
念
諸
佛
三
昧
。
豈
能
了
知
菩
薩
圓
滿
清
淨
智
行
。
諸
大
菩
薩

得
圓
滿
普
照
念
佛
三
昧
門
。
悉
能
覩
見
一
切
諸
佛
及
其
眷
屬
。
嚴
淨
佛
刹
。

得
一
切
衆
生
遠
離
顛
倒
念
佛
三
昧
門
。
隨
一
切
衆
生
所
應
悉
令
清
淨
。

得
一
切
力
究
竟
念
佛
三
昧
門
。
正
念
修
習
諸
佛
十
力
。

得
諸
法
中
心
無
顛
倒
念
佛
三
昧
門
。
悉
得
覩
見
一
切
佛
雲
。
於
彼
佛
所
聞
法
受
持
。

得
分
別
十
方
一
切
如
來
念
佛
三
昧
門
。
悉
見
一
切
世
界
海
中
諸
如
來
海
。

得
不
可
見
不
可
入
念
佛
三
昧
門
。
於
微
細
境
界
。
見
一
切
佛
自
在
境
界
。

得
諸
劫
不
顛
倒
念
佛
三
昧
門
。
於
一
切
劫
。
常
見
諸
佛
未
曾
遠
離
。

得
隨
時
念
佛
三
昧
門
。
於
一
切
時
常
見
諸
佛

得
嚴
淨
佛
刹
念
佛
三
昧
門
。
起
一
切
佛
刹
。
無
能
壞
者
。
普
見
諸
佛
。

得
三
世
不
顛
倒
念
佛
三
昧
門
。
悉
見
三
世
諸
佛
及
其
眷
屬
。

得
無
壞
境
界
念
佛
三
昧
門
。
於
一
切
境
界
悉
見
諸
佛
。

得
寂
靜
念
佛
三
昧
門
。
於
一
念
中
。
悉
見
一
切
世
界
中
一
切
如
來
。
示
現
涅
槃
。

得
離
月
離
時
念
佛
三
昧
門
。
於
一
日
中
。
悉
見
一
切
如
來
遊
行
教
化
。

得
廣
大
念
佛
三
昧
門
。
見
一
佛
身
結
跏
趺
坐
。
充
滿
法
界
。

得
微
細
念
佛
三
昧
門
。
於
一
毛
孔
。
見
一
切
佛
成
等
正
覺
。

得
莊
嚴
念
佛
三
昧
門
。
於
一
念
中
。
見
一
切
佛
。
於
一
切
世
界
。
成
等
正
覺
。
神
力
自
在
。

得
清
淨
事
念
佛
三
昧
門
。
見
一
切
佛
。
慧
光
普
照
。
轉
妙
法
輪
。

得
淨
心
念
佛
三
昧
門
。
自
心
明
了
。
見
一
切
佛
。

得
淨
業
念
佛
三
昧
門
。
見
一
切
衆
生
諸
業
如
鏡
中
像

得
自
在
念
佛
三
昧
門
。
見
一
切
莊
嚴
法
界
諸
佛
充
滿
。

得
虚
空
等
念
佛
三
昧
門
。
見
如
來
身
普
照
法
界
及
虚
空
界
。

十
住
毘
婆
沙
論(N

o.
1521

龍
樹
造

鳩
摩
羅
什
譯)

（T
26.86a

）

助
念
佛
三
昧
品
第
二
十
五

菩
薩
應
以
此

四
十
不
共
法

20230307更新 念仏為本
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念
諸
佛
法
身

佛
非
色
身
故

是
偈
次
第
略
解
四
十
不
共
法
六
品
中
義
。
是
故

行
者
先
念
色
身
佛
。
次
念
法
身
佛
。
何
以
故
。

新
發
意
菩
薩
。
應
以
三
十
二
相
八
十
種
好
念
佛
。
如
先
説
。

轉
深
入
得
中
勢
力
。
應
以
法
身
念
佛
心
。

轉
深
入
得
上
勢
力
。
應
以
實
相
念
佛
而
不
貪
著

不3
染
著
色
身

法
身
亦
不
著

善
知
一
切
法

永
寂
如
虚
空

是
菩
薩
得
上
勢
力
。
不
以
色
身
法
身
深
貪
著

佛
。
何
以
故
。
信
樂
空
法
故
。
知
諸
法
如
虚
空
。
虚

空
者
無
障
礙
故
。
障
礙
因
縁
者
。
諸
須
彌
山
由
乾

陀
等
十
寶
山
。
鐵
圍
山
黒
山
石
山
等
。
如
是
無
量
画
像

障
礙
因
縁
。
何
以
故
。
是
人
未
得
天
眼
故
。
念
他

方
世
界
佛
。
則
有
諸
山
障
礙
。
是
故
新
發
意
菩
薩
。

應
以
十
號
妙
相
念
佛
。
如
説

新
發
意
菩
薩

以
十
號
妙
相

念
佛
無
毀
失

猶
如
鏡
中
像

十
號
妙
相
者
。
所
謂
如
來
應4

供
正
遍
知
明
行
足

善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
佛
世

尊
。
無
毀
失
者
。
所
觀
事
空
如
虚
空
。
於
法
無

所
失
。
何
以
故
。
諸
法
本
來
無
生
寂
滅
故
。
如
是
一

切
諸
法
皆
亦
如
是
。
是
人
以
縁
名
號
増
長
禪
。

『
興
福
寺
奏
状
』
貞
慶
（『
聖
典
全
書
』
六
巻770

頁
）

第
七
に
念
仏
を
誤
る
失
。
先
づ
所
念
の
仏
に
お
い
て
名
あ
り
体
あ
り
。
そ
の
体
の
中
に
事
あ
り
理
あ
り
。
次

に
能
念
の
相
に
つ
い
て
、
或
い
は
口
称
あ
り
、
或
い
は
心
念
あ
り
。
か
の
心
念
の
中
に
、
或
い
は
繋
念
あ
り
、

或
い
は
観
念
あ
り
。
か
の
観
念
の
中
に
、
散
位
よ
り
定
位
に
至
り
、
有
漏
よ
り
無
漏
に
及
ぶ
。
浅
深
重
重
、
前

劣
後
勝
な
り
。
然
れ
ば
口
に
名
号
を
唱
ふ
る
は
、
観
に
あ
ら
ず
、
定
に
あ
ら
ず
、
是
れ
念
仏
の
中
の
麤
な
り
、

浅
な
り
。一

、『
往
生
要
集
』
と
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
の
念
仏
為
本
の
相
違

⋇

ਏ
ૐ

भ

༼
ে



บ
ನ
ম

भ
ਔ

Ｑ

『
往
生
要
集
』
の
「
念
仏
為
本
」
の
言
葉
は
ど
こ
に
あ
る
か
？

Ａ一
は
厭
離
穢
土
、

二
は
欣
求
浄
土
、

三
は
極
楽
証
拠
、

四
は
正
修
念
仏
、

20230307更新 念仏為本
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五
は
助
念
方
法
、

第
七
総
結
要
行

六
は
別
時
念
仏
、

七
は
念
仏
利
益
、

八
は
念
仏
証
拠
、

九
は
往
生
諸
業
、

十
は
問
答
料
簡

Ｑ

助
念
方
法
と
は
何
か

Ａ

正
修
念
仏
（
止
観
を
中
心
と
し
た
観
念
）
を
助
け
る
。

助
念
方
法
（
一
、1113

）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇966

頁
）

【47

】

大
文
第
五
に
、
助
念
方
法
と
い
ふ
は
、
一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
万
術

を
も
つ
て
観
念
を
助
け
て
、
往
生
の
大
事
を
成
ず
。

Ｑ

総
結
要
行
と
は
何
か

Ａ

正
修
念
仏
・
助
念
方
法
を
ふ
さ
ね
て
、
往
生
の
要
行
を
示
す
文
。

Ｑ

文
を
読
め

Ａ

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1151

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1030
頁
）

【54

】

第
七
に
総
結
要
行
と
は
、
問
ふ
、
上
の
諸
門
の
な
か
に
陳
ぶ
る
と
こ
ろ
す
で
に
多
し
。

い
ま
だ
知
ら
ず
、
い
づ
れ
の
業
を
か
往
生
の
要
と
な
す
。
答
ふ
。
大
菩
提
心
と
、
三
業
を
護

る
と
、
深
く
信
じ
、
誠
を
至
し
て
、
常
に
仏
を
念
ず
と
は
、
願
に
随
ひ
て
決
定
し
て
極
楽
に

生
ず
。
い
は
ん
や
ま
た
、
余
の
も
ろ
も
ろ
の
妙
行
を
具
せ
ら
ん
を
や
。

問
ふ
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
こ
れ
ら
を
往
生
の
要
と
な
す
。
答
ふ
。
菩
提
心
の
義
は
、
前
に

つ
ぶ
さ
に
釈
す
る
が
ご
と
し
。
三
業
の
重
悪
は
よ
く
正
道
を
障
ふ
。
ゆ
ゑ
に
す
べ
か
ら
く
こ

れ
を
護
る
べ
し
。
往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
な
す
。
そ
の
念
仏
の
心
は
、
か
な
ら
ず
す
べ
か

ら
く
理
の
ご
と
く
す
べ
し
。
ゆ
ゑ
に
深
信
・
至
誠
・
常
念
の
三
の
事
を
具
す
。
常
念
に
三
の

益
あ
り
。
迦
才
の
い
ふ
が
ご
と
し
。「
一
に
は
諸
悪
の
覚
観
、
畢
竟
じ
て
生
ぜ
ず
。
ま
た
業

障
を
消
す
る
こ
と
を
得
。
二
に
は
善
根
増
長
し
、
ま
た
見
仏
の
因
縁
を
種
う
る
こ
と
を
得
。

P-
-
1031

三
に
は
薫
習
熟
利
し
て
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
正
念
現
前
す
」（
浄
土
論
）
と
。｛
以
上
｝
業

は
願
に
よ
り
て
転
ず
。
ゆ
ゑ
に
随
願
往
生
と
い
ふ
。
総
じ
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
三
業
を
護
る

は
、
こ
れ
止
の
善
な
り
。
仏
を
称
念
す
る
は
、
こ
れ
行
の
善
な
り
。
菩
提
心
お
よ
び
願
は
、

こ
の
二
の
善
を
扶
助
す
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
ら
の
法
を
往
生
の
要
と
な
す
。
そ
の
旨
経
論
に
出
で

た
り
。
こ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。

念
仏
為
本

「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
の
語
は
『
往
生
要
集
』
総
結
要
行
に
出
る
が
、
こ
の
念
仏
に
つ
い
て

観
念
と
見
る
か
称
念
と
見
る
か
で
『
要
集
』
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
る
。『
要
集
』
の
念
仏
に
は
多
義
が
あ
り

大
文
第
十
問
答
料
簡
（
一
・
一
二
一
五
）
に
分
類
を
し
て
い
る
。
図
示
す
る
と
、

定
業

無
相
業

︙
︙
畢
竟
空

最
上
の
三
昧

有
相
業

散
業

念
名
号
・
厭
穢
求
浄

と
な
る
。『
要
集
』
の
中
心
と
い
え
る
正
修
念
仏
の
観
察
門
は
一
別
相
観
、
二
総
相
観
、
三
雑
略
観
が
説
か
れ
、
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有
相
業
に
当
た
る
。
そ
れ
は
正
修
念
仏
の
冒
頭
に

初
心
の
観
行
は
深
奥
に
堪
え
ず

（
一
・
一
〇
九
五
）

と
こ
と
わ
っ
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
修
念
仏
は
初
心
の
人
の
た
め
に
有
相
を
説
く
の
で
あ
る
。
し

か
し
念
仏
の
行
と
し
て
勝
れ
て
い
る
の
は
相
を
離
れ
無
二
に
通
達
し
て
第
一
義
に
入
る
無
相
業
で
あ
る
と
判
じ

て
い
た
。

ま
た
観
称
両
通
と
す
る
義
は
大
文
第
四
正
修
念
仏
、
大
文
第
五
助
念
方
法
に
見
え
る
。
正
修
念
仏
の
観
察
門

雑
略
観
に
は

若
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
或
い
は
帰
命
の
想
に
依
り
、
或
い
は
引
摂
の
想
に
依

り
、
或
い
は
往
生
の
想
に
依
り
て
、
一
心
に
称
念
す
べ
し
。［
以
上
、
意
楽
不
同
な
り
。
故
に
種
々
の
観

を
明
か
す
。］

（
一
・
一
一
〇
八
）

と
い
い
、
大
文
第
五
助
念
方
法
第
二
修
行
相
貌
に
は
問
答
を
設
け
て

問
ふ
。
念
仏
三
昧
は
、
唯
だ
心
に
念
ず
と
や
せ
む
、
亦
口
に
唱
ふ
と
や
せ
む
。

答
ふ
。『
止
観
』
の
第
二
に
云
ふ
が
如
し
。「
或
い
は
〔
唱
念
〕
倶
に
運
び
、
或
い
は
先
づ
念
じ
後
に
唱
へ
、

或
い
は
先
づ
唱
へ
後
に
念
じ
て
、
唱
・
念
相
継
ぎ
て
休
息
す
る
時
無
し
。
声
々
念
々
唯
阿
弥
陀
に
在
り
」

と
。

（
一
・
一
一
一
七
）

示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
い
う
「
観
念
」
は
正
修
念
仏
の
観
察
門
、「
称
念
」
は
相
好
観
念
不
堪
の
者

に
示
さ
れ
る
称
（
唱
）
と
念
（
想
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
「
等
」
の
語
は
総
結
要
行
の
七
法
の
う
ち
「
念
仏
」
以
外
の
六
法
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
淺
田

惠
真
は
『
往
生
要
集
講
述
』（
四
九
七
頁
）
に
八
木
昊
恵
の
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
を
引
き
、

助

大
菩
提
心

止
善

正

護
三
業

所
具
の
心

深
信

七
法

正

至
誠

能
具
の
心

能
修
の
行
相

常

行
善

所
修
の
行
相

念
仏

助

随
願

と
七
法
の
関
係
を
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
念
仏
」
を
指
し
て
総
結
要
行
の
最
後
に
は
「
称
念
仏
」
と
示
さ
れ
る
が

『
要
集
』
当
面
で
は
「
称
」
と
「
念
仏
」
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

Ｑ

『
大
経
』「
乃
至
十
念
」
を
『
要
集
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
？

Ａ

一
応
は
念
観
両
通
。
再
往
は
称
名
に
帰
着
せ
し
め
る
。

Ｑ

再
往
は
称
名
に
帰
着
す
る
義
は
ど
な
た
の
指
南
に
拠
る
の
か

Ａ

道
綽
禅
師
・
善
導
大
師
に
拠
る
。

「
大
文
第
六
別
時
念
仏
」
第
二
臨
終
行
儀
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1162

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1047

頁
）

道
綽
禅
師
『
安
楽
集
』
の
十
念
相
続
を
引
用
し
た
あ
と
に
（『
観
経
』
下
下
品
と
照
応
し
て
）

い
ふ
と
こ
ろ
の
「
十
念
」
と
い
ふ
は
、
多
く
の
釈
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
一
心
に
十
返
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
称
念
す
る
、
こ
れ
を
十
念
と
い
ふ
。
こ
の
義
、
経
の
文
に
順
ぜ
り
。

Ｑ

善
導
大
師
の
指
南
如
何
。
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Ａ

『
礼
讃
』
前
序
の
二
種
深
信
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

「
大
文
第
五
助
念
方
法
」
修
行
相
貌

『
礼
讃
』
引
文

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1116

頁
）（『
註
釈

版
』
七
祖
篇970

頁
）

い
ま
弥
陀
の
本
弘
誓
願
は
、
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
・
一
声
等
に
至
る
に
及
ぶ
ま
で
、
さ
だ
め

て
往
生
を
得
と
信
知
し
て
、
乃
至
一
念
も
疑
心
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。

（
本
弘
誓
願
の
行
業
は
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
・
一
声
等
で
あ
る
）

法
然
聖
人
は
総
結
要
行
の
念
仏
を
「
略
例
」
と
呼
ん
で
助
念
門
の
称
名
を
あ
ら
わ
す
と
見
て
い
た
。『
往
生

要
集
釈
』（
六
・
八
三
）
に
「
称
念
仏
」
を
「
仏
を
称
念
す
る
は
」
と
読
み
、
善
導
大
師
の
示
さ
れ
た
安
心
・

起
行
・
作
業
の
法
門
構
造
を
以
て
七
法
を
見
る
の
で
、
そ
の
関
係
は
お
の
ず
か
ら
再
構
築
さ
れ
る
。

大
菩
提
心

止
善

護
三
業

深
信

安
心

念
仏
能
修
の
心
相

至
誠

安
心

念
仏
能
修
の
心
相

常

作
業

念
仏
の
修
相

行
善

念
仏
＝
称
念

起
行

随
願

安
心
（
発
願
回
向
）
念
仏
能
修
の
心
相

大
菩
提
心
・
随
願
は
止
善
と
行
善
を
扶
助
す
る
。
悪
業
を
止
め
る
と
い
う
消
極
的
な
善
に
よ
っ
て
三
業
が
護
ら

れ
、
積
極
的
に
善
を
修
す
る
こ
と
を
助
け
て
い
く
。
深
信
・
至
誠
・
常
は
称
名
念
仏
一
行
に
統
摂
さ
れ
る
能
修

の
心
と
修
相
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
称
名
念
仏
を
他
の
六
法
が
扶
助
し
て
い
く
と
い
う
構
造
で
、
こ
の
扶
助
を

必
要
と
す
る
称
名
念
仏
の
法
門
を
指
し
て
、

此
の
『
要
集
』
の
意
は
助
念
仏
を
以
て
決
定
の
業
と
す
る
か
。
但
し
善
導
和
尚
の
御
意
は
爾
ら
ず
。

（
六
・
八
五
）

と
、
判
定
し
て
い
る
。『
和
語
燈
録
』
巻
五
諸
人
伝
説
の
詞
に
は

本
願
の
念
仏
に
は
、
ひ
と
り
だ
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
ゝ
ぬ
也
。
助
さ
す
程
の
人
は
、
極
楽
の
辺
地
に
む

ま
る
。
す
け
と
申
す
は
、
智
慧
を
も
助
に
さ
し
、
持
戒
を
も
す
け
に
さ
し
、
道
心
を
も
助
に
さ
し
、
慈
悲

を
も
す
け
に
さ
す
也
。
そ
れ
に
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
仏
し
、
悪
人
は
悪
人
な
が
ら
念
仏
し
て
、
た
ゞ
む

ま
れ
つ
き
の
ま
ゝ
に
て
念
仏
す
る
人
を
、
念
仏
に
す
け
さ
ゝ
ぬ
と
は
申
す
也
。

（
六
・
六
一
一
）

と
示
し
、
廃
立
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。

要
集
の
こ
こ
ろ

源
信
和
尚
は
『
要
集
』
序
に
お
い
て
自
心
の
こ
と
を
「
頑
魯
之
者
」
と
い
い
、
顕
密
の
教
法

や
事
理
の
業
因
は
敢
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
念
仏
一
門
に
依
っ
て
要
文
を
集
め
る
と
い
う
著
述
方
針
を

表
明
し
た
。『
往
生
要
集
』
と
い
う
名
目
は
「
で
き
な
い
者
に
往
生
を
可
能
に
し
、
覚
り
易
く
修
し
易
い
念
仏

の
要
文
を
集
め
る
書
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
針
に
従
っ
て
『
往
生
要
集
』
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
法
然
聖
人
の
姿
勢
だ
っ
た
。

『
往
生
要
集
』
の
名
目
に
か
な
っ
た
往
生
の
要
行
は
総
結
要
行
の
念
仏
で
は
な
か
っ
た
。
悪
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
て
、
称
名
の
善
を
扶
助
す
る
こ
と
が
で
き
、
休
息
無
く
唱
・
念
相
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
念
仏
を
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往
生
の
要
行
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
、「
で
き
る
者
の
た
め
の
念
仏
」
で
あ
っ
て
著
述
方
針
と
齟
齬
が

あ
る
。

こ
の
法
語
の
後
に
は
「
要
例
」
の
念
仏
が
説
法
さ
れ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
無
相
観
念
仏
が
で
き
な
い
初

心
者
の
た
め
に
有
相
の
相
好
の
観
念
仏
を
説
き
、
観
察
不
堪
の
者
に
称
名
念
仏
を
勧
め
る
。
源
信
和
尚
は
自
身

を
頑
魯
之
者
で
観
察
不
堪
の
劣
っ
た
劣
機
と
見
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
は
下
品
を
指
し
て
「
我
等
」
と
も

表
現
し
て
い
る
。（
大
文
第
十
問
答
料
簡
（
一
・
一
二
一
一
））。
そ
の
よ
う
な
悪
機
に
と
っ
て
は
『
大
経
』
に

別
発
一
願
さ
れ
た
乃
至
十
念
が
往
生
の
要
行
で
あ
り
、『
観
経
』
を
「
極
重
悪
人
無
他
方
便
、
唯
称
念
仏
得
生

極
楽
」
と
読
み
切
っ
た
源
信
和
尚
の
態
度
こ
そ
が
『
要
集
』
名
目
通
り
の
要
行
だ
っ
た
と
い
う
の
が
「
要
集
の

こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。

法
然
聖
人
か
ら
こ
の
よ
う
に
教
わ
っ
た
親
鸞
聖
人
は
「
化
身
土
文
類
」
要
門
釈
の
結
び
に

爾
者
、
夫
れ
楞
厳
の
和
尚
の
解
義
を
按
ず
る
に
、
念
仏
証
拠
門
の
中
に
、
第
十
八
の
願
は
別
願
中
の
別
願

な
り
と
顕
開
し
た
ま
へ
り
。『
観
経
』
の
定
散
諸
機
は
、
極
重
悪
人
、
唯
弥
陀
と
称
せ
よ
と
勧
励
し
た
ま

へ
る
也
。
濁
世
の
道
俗
、
善
く
自
ら
己
が
能
を
思
量
せ
よ
と
也
、
知
る
べ
し
。

（
二
・
一
八
七
）

と
示
し
、
法
然
聖
人
の
『
要
集
』
理
解
を
相
承
し
て
、
正
信
偈
に
「
極
重
悪
人
唯
称
仏
」
と
讃
嘆
さ
れ
る
。

〔
平
成28

年
度

念
仏
為
本

判
決
〕

ち
な
み
に
、
法
然
聖
人
は
『
往
生
要
集
大
綱
』
に
お
い
て
、｢

往
生
之
業

念
仏
為
本｣

の
念
仏
は
前
後
の
六

法
の
助
け
を
か
り
て
往
生
の
行
と
な
る
も
の
で
、
一
旦
は
、
い
わ
ゆ
る
助
念
仏
の
位
に
あ
る
も
の
と
解
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
『
往
生
要
集
』
大
文
第
八
念
仏
証
拠
に
は
、『
大
経
』
三
輩
段
の
そ
れ
ぞ
れ
に
往
生
業
と

し
て｢

一
向
専
念｣

の
念
仏
が
共
通
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
四
十
八
願
の
中
で
念
仏
往
生
を
誓
わ

れ
た
第
十
八
願
が
特
別
な
願
と
し
て
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
『
観
経
』
下
下
品
の
意
を
も
っ
て
、
極
重
の
悪
人
に

は
念
仏
よ
り
他
に
往
生
の
道
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
然
聖
人
は｢
こ
れ
す
な
は
ち
こ

の
『
集
』
の
本
意
な
り｣

と
記
し
、
第
十
八
願
所
誓
の
称
名
念
仏
こ
そ
が
、『
往
生
要
集
』
の
最
も
重
要
な
行
業

で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。『
選
択
集
』
に
お
い
て｢

南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為
本｣

と
標
さ
れ
た
の

は
こ
の
理
解
に
基
づ
く
。

山
上
の
ひ
と
り
ご
と

語
は
受
け
る
が
意
は
違
う
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標
宗
と
は
何
か

Ａ

『
選
択
集
』
全
体
の
内
容
を
端
的
に
示
す
言
葉
で
、
結
前
生
後
で
あ
る
。

弁
阿
『
徹
選
択
集
』（『
浄
土
宗
全
書
』
七
、83

）

先
就
本
選
擇
集
之
題
此
有
三
義
・
所
謂
第
一
本
選
擇
集
之
題
中
・
言
念
佛
者
是
諸
師
所
立
之
口
稱
念
佛
也
・
故
題
次

行
言
南
無
阿
彌
陀
佛
也
・
第
二
本
選
擇
集
之
題
中
・
言
本
願
者
是
善
導
所
立
之
本
願
念
佛
也
・
故
題
次
行
言
南
無
阿

彌
陀
佛
也
・
第
三
本
選
擇
集
之
題
中
・
言
選
擇
者
是
然
師
所
立
之
選
擇
念
佛
也
・
故
題
次
行
言
南
無
阿
彌
陀
佛
也
・

是
故
本
選
擇
集
之
題
中
雖
有
三
重
念
佛
之
義
・
倶
非
觀
念
之
念
佛
但
是
口
稱
念
佛
也
・
故
題
次
文
初
置
南
無
阿
彌
陀

佛
者
即
是
結
前
生
後
也
・
結
前
者
所
謂
結
前
題
中
三
義
倶
是
稱
名
也
・
生
後
者
所
謂
爲
顯
此
集
所
列
之
一
一
章
段
亦

皆
稱
名
之
義
也
・
又
爲
往
生
極
樂
者
以
此
南
無
阿
彌
陀
佛
口
稱
念
佛
爲
第
一
之
行
爲
顯
此
義
故
註
云
往
生
之
業
念
佛

爲
先
也
・
又
第
一
念
佛
義
者
是
依
和
漢
兩
朝
往
生
傳
記
之
・
第
二
念
佛
義
者
是
依
善
導
和
尚
觀
經
疏
記
之
・
第
三
念

佛
義
者
是
依
三
部
之
阿
彌
陀
經
記
之
・
此
三
義
亦
是
行
者
之
口
中
所
唱
之
稱
名
念
佛
也
・
次
就
本
選
擇
集
所
載
之
文

義
有
其
十
六
篇
・
一
一
之
篇
今
當
釋
之
・

ま
と
め
る
と

言
念
佛
者
是
諸
師
所
立
之
口
稱
念
佛
也

選
択
本
願
念
仏
集

言
本
願
者
是
善
導
所
立
之
本
願
念
佛
也

言
選
擇
者
是
然
師
所
立
之
選
擇
念
佛
也

結
前

往
生
之
業
念
仏
為
本

題
中
三
義
倶
是
稱
名

生
後

十
六
章

此
集
所
列
之
一
一
章
段
亦
皆
稱
名
之
義

Ｑ

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
所
顕
如
何

Ａ

①
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
讃
嘆

『
讃
弥
陀
仏
偈
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻535

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇161

頁
）
に
倣
う

『
六
要
鈔
』
巻
五
（『
聖
典
全
書
』
五
巻1218

頁
）

次
『
讚
阿
彌
陀
佛
偈
』、
一
卷
典
也
。

問
。
題
後
文
前
安
六
字
名
、
有
何
意
耶
。
答
。

題
目
に
「
讚
阿
彌
陀
佛
偈
」
と
云
う
と
雖
も
、
未
だ
名
號
の
功
德
を
讚
嘆
す
る
こ
と
顯
さ

ず
、
只
だ
是
れ
讚
嘆
な
り
。
是
の
故
に
言
ふ
所
の
讚
嘆
は
名
號
德
に
在
こ
と
を
示
ん
が
爲

に
、
是
の
如
く
題
す
る
歟
。

②
選
択
本
願
念
仏
の
体
は
仏
名
で
あ
る

③
観
念
仏
に
簡
び
、
諸
仏
名
号
に
簡
ぶ

『
六
要
鈔
』
巻
五
（『
聖
典
全
書
』
五
巻1218

頁
）

『
選
擇
集
』
初
に
先
づ
名
號
を
案
ず
る
、
宛
も
此
の
例
に
由
る
。
彼
は
觀
念
、
諸
佛
名

あ
た
か

號
等
を
簡
異
せ
ん
が
爲
也
。

④
三
心
（
安
心
）・
五
念
（
起
行
）・
四
修
（
作
業
）
す
べ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
統
一

『
和
語
灯
録
』
巻
五

諸
人
伝
説
の
詞19

（『
聖
典
全
書
』
六
巻607

頁
）

源
空
が
目
に
は
三
心
も
南
無
阿
弥
陀
仏
、
五
念
も
南
無
阿
弥
陀
仏
、
四
修
も
南
無
阿
弥
陀

仏
な
り
と
。
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【2

】

善
導
和
尚
、
正
雑
二
行
を
立
て
て
、
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
る
文
。

Ｑ

題
号
の
「
選
択
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か

Ａ

選
取
・
選
捨
、
廃
立
。

Ｑ

善
導
大
師
に
そ
の
指
南
有
り
や
？

Ａ

「
散
善
義
」
深
心
釋
第
五
（『
聖
典
全
書
』
一
巻763

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇457

頁
）

ま
た
深
信
と
は
、
仰
ぎ
願
は
く
は
、
一
切
の
行
者
等
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、

決
定
し
て
依
行
し
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す
な
は
ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す

な
は
ち
行
じ
、
仏
の
去
ら
し
め
た
ま
ふ
処
を
ば
す
な
は
ち
去
る
。
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に

随
順
す
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
。

Ｑ

何
を
捨
て
た
の
か
？

Ａ

観
仏
に
よ
る
成
仏
道
。

Ｑ

仏
が
観
仏
に
よ
る
成
仏
道
を
捨
て
さ
せ
た
と
い
う
根
拠
は
？

Ａ

『
観
経
』
流
通
分
に
釋
尊
自
ら
の
言
葉
と
し
て
観
仏
を
捨
て
し
め
、
称
名
念
仏
を
行
ぜ
し
め
て
い
る
。

爾
時
阿
難
、
卽
從
座
起
、
前
白
佛
言
、
世
尊
、
當
何
名
此
經
。
此

上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど

法
之
要
、
當
云
何
受
持
。
佛
告
阿
難
、
此
經
名
觀
極
樂
國
土
・
無

も
、

量
壽
佛
・
觀
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
亦
名
淨
除
業
障
生
諸
佛

前
。
汝
當
受
持
。
無
令
忘
失
。
行
此
三
昧
者
、
現
身
得
見
無
量
壽

佛
及
二
大
士
。
若
善
男
子
・
善
女
人
、
但
聞
佛
名
・
二
菩
薩
名
除

無
量
劫
生
死
之
罪
。
何
況
憶
念
。
若
念
佛
者
、
當
知
。
此
人
是
人

中
分
陀
利
華
。
觀
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
爲
其
勝
友
、
當
坐

道
場
生
諸
佛
家
。

Ⅰ-
0099

佛
告
阿
難
、
汝
、
好
持
是
語
。
持
是
語
者
、
卽
是
持

仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、
意
、
衆
生
を
し

無
量
壽
佛
名
。
佛
説
此
語
時
、
尊
者
目
犍
連
・
阿
難
及
韋
提
希
等

て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ

聞
佛
所
説
、
皆
大
歡
喜
。

し
む
る
に
あ
り
。

Ｑ

観
仏
に
よ
る
成
仏
道
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

Ａ

唯
識
法
身
の
観
、
自
性
清
浄
仏
性
観
（『
聖
典
全
書
』
一
巻745

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇432

頁
）

浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』

（
Ｔ
三
七
巻180

頁
）

梯
實
圓
和
上182

頁

是
心
作
仏

始
学
名
作

ど
ん
な
に
濁
っ
て
い
て
も
水
の
本
体
は
清
浄
な
わ
け
で

己
の
当
果
に
望
ん
で

す
か
ら
、
浄
化
さ
え
す
れ
ば
本
来
の
症
状
を
回
復
す
る

彼
に
生
ず
る
を
観
ず
る

よ
う
に
、
懺
悔
し
、
滅
罪
し
て
、
観
仏
の
修
行
を
お
こ

由
っ
て
心
作
仏
と
名
く
。

な
え
ば
、
心
の
濁
り
が
浄
化
さ
れ
、
心
は
本
来
の
清
浄

な
法
身
に
か
え
る

是
心
是
仏

終
成
即
是

法
身
と
は
、
仏
の
無
分
別
智
に
よ
っ
て
悟
ら
れ
て
い
る

諸
仏
法
身
と
己
と
は
同
体
を
現
ず
。

不
生
不
滅
の
法
（
真
如
・
法
性
）
の
こ
と
で
、

仏
を
観
ず
る
時
、
心
中
に
現
ず
る
は

衆
生
の
煩
悩
の
心
も
、
そ
の
本
性
は
清
浄
な
法
身
真
如

即
是
諸
仏
法
身
の
体

そ
の
も
の
で
あ
る
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嘉
祥
寺
吉
蔵
『
観
経
義
疏
』

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』
梯
實
圓
和
上182

頁

（
Ｔ
三
七
巻243

）

法
身
佛
者
文
云
如
來
是
法
界
身
。
即
是
法
身
。

法
界
身
と
は
仏
の
法
身
の
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
い

一
切
皆
是
法
界
一
切
皆
是
法
身
。
故
前
作
此
想
也
。

ま
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
慧
遠
大
師
と
同
じ
考
え
で

次
云
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
種
好
。

し
た
。

是
心
作
佛
是
心
是
佛
。
凡
有
三
是
。
所
以
明
三

是
者
。
明
此
三
是
義
足

是
心
即
是
。
三
十
二
相
即
是
應
身
。

是
心
是
佛
即
是
法
身
。

是
心
作
佛
即
明
二
身
因
也
。

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』
梯
實
圓
和
上182
頁

い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
界
身
と
は
諸
仏
の
本
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
切
の
衆
生
の
心
の
本
性
で
も
あ
る
「
真

如
・
法
性
」
そ
の
も
の
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
仏
の
が
わ
で
い
え
ば
、
法
身
と
い
い
、
衆
生
の
う
え
で
い
え
ば
、

心
の
本
性
で
あ
る
本
来
清
浄
な
仏
性
（
如
来
蔵
）
の
こ
と
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

Ｑ

題
号
の
「
本
願
念
仏
」
と
は
何
か
？

Ａ

二
行
章
に
明
か
さ
れ
る
五
正
行
の
中
、
第
四
の
称
名
。

雑
行
を
廃
し
て
、
正
行
を
立
て
る

雑
行

正
助
二
行
を
除
き
て
の
ほ
か
の
自
余
の
諸
善
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ
く
。

正
行

（
開
）
読
誦

観
察

礼
拝

称
名

讃
嘆
供
養
（
開
）

（
合
）
正
定
業

称
名

助
業

前
三
後
一

次
に
合
を
二
種
と
な
す
と
い
ふ
は
、
一
に
は
正
業
、
二
に
は
助
業
な
り
。
初
め
の
正
業
は
、
上
の
五

種
の
な
か
の
第
四
の
称
名
を
も
つ
て
正
定
の
業
と
な
す
。

問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
五
種
の
な
か
に
独
り
称
名
念
仏
を
も
つ
て
正
定
の
業
と
な
す
や
。

答
へ
て
い
は
く
、
か
の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
。
意
は
い
は
く
、
称
名
念
仏
は
こ
れ
か
の
仏
の
本
願
の
行

な
り
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
を
修
す
れ
ば
、
か
の
仏
の
願
に
乗
じ
て
か
な
ら
ず
往
生
を
得
。
そ
の
仏
の
本
願
の
義
、
下

に
至
り
て
知
る
べ
し
。

（
下
と
は
本
願
章
の
こ
と
。）

␟

ਟ
৭
උ
भ
ম
ൢ

บ
؞
ম
ൢ
ฆ
भ
ધ
ਔ)

本
願
章

【3

】

弥
陀
如
来
、
余
行
を
も
つ
て
往
生
の
本
願
と
な
さ
ず
、

た
だ
念
仏
を
も
つ
て
往
生
の
本
願
と
な
し
た
ま
へ
る
文
。

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1266

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1201

頁
）

Ｑ

選
択
取
捨
の
も
の
が
ら
如
何
。

Ａ

選
捨

一
切
諸
行
（
布
施
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
）

選
取

念
仏
一
行
（
専
称
仏
号
）
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（
勝
易
二
徳
）

Ｑ

何
故

称
名
念
仏
一
行
だ
け
が
往
生
の
行
業
と
し
て
本
願
に
誓
わ
れ
た
の
か

Ａ

勝
易
の
二
徳
あ
る
が
故
に
。

Ｑ

勝
の
徳
と
は
？
（
行
徳
・
法
の
側
）

Ａ

所
称
の
名
号
は
万
徳
の
帰
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら

Ｑ

万
徳
と
は
如
何
？

Ａ

一
切
の
内
証
の
功
徳
（
自
利
）、
一
切
の
外
用
の
功
徳
（
利
他
）
が
具
わ
っ
て
い
る
。

Ｑ

称
名
は
勝
れ
て
い
る
。
で
は
、
諸
行
は
？

Ａ

劣
。

Ｑ

何
故
？

Ａ

屋
舎
の
譬
を
以
て
示
さ
れ
る
。
名
号
は
屋
舎
で
全
て
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
諸
善
万
行
は
そ
れ
ぞ
れ
が
棟
・

梁
・
椽
・
柱
等
の
部
分
で
あ
っ
て
、
一
切
を
摂
め
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

Ｑ

名
号
が
勝
れ
て
い
る
の
は
、
諸
行
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
諸
行
往
生
が
勝
れ
て
い
る

と
い
う
べ
し
。
諸
善
万
行
が
全
て
そ
ろ
え
ば
名
号
と
同
じ
価
値
に
な
る
の
で
す
ね
？

Ａ

い
い
え
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
は
一
切
の
諸
行
の
功
徳
を
集
め
た
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

「
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
り
。」

Ｑ

理
証
如
何
。

Ａ

余
行
は
有
上
小
利
。
念
仏
は
無
上
大
利
。

利
益
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1281

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1224
頁
））

Ｑ

前
難
未
だ
遮
せ
ず
。
小
利
の
行
を
た
く
さ
ん
修
す
れ
ば
大
利
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

余
行
は
有
上
な
る
が
ゆ
え
に
小
利
。
念
仏
は
無
上
な
る
が
ゆ
え
に
大
利
。
量
の
問
題
で
は
な
い
。

Ｑ

有
上
無
上
の
違
い
は
何
か
？

Ａ

相
対
と
絶
対
の
違
い
。
行
者
が
多
善
根
性
に
着
目
し
て
称
名
念
仏
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
。
如
来
が
本
願
に

誓
っ
て
与
え
ら
れ
た
法
義
だ
か
ら
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｑ

相
対
を
越
え
て
絶
対
の
救
済
を
選
択
さ
れ
た
の
は
何
の
た
め
か
？

Ａ

平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
極
悪
最
下
の
人
を
救
う
た
め
で
あ
っ
た
。

「
極
悪
最
下
の
人
の
為
に
し
か
も
極
善
最
上
の
法
を
説
く
」

約
対
雑
善
讃
嘆
念
仏
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1304

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1258

頁
）

Ｑ

易
の
徳
と
は
？
（
修
相
・
機
の
側
）

Ａ

念
仏
は
修
し
易
く
、
諸
行
は
修
し
難
し
。

Ｑ

ど
の
よ
う
に
修
し
や
す
い
の
か
？

Ａ

障
り
重
く
、
境
は
細
く
、
心
は
粗
な
者
に
観
仏
は
難
し
い
。
社
会
的
地
位
や
財
力
の
乏
し
い
者
に
は
造
像

起
塔
が
不
可
能
で
あ
る
。
念
仏
は
行
住
座
臥
を
簡
ば
ず
、
時
処
所
縁
を
論
ぜ
ず
修
し
易
い
。

Ｑ

念
仏
は
ど
の
よ
う
な
者
を
救
お
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？

Ａ

一
切
衆
生
を
し
て
平
等
に
往
生
せ
し
め
ん
が
た
め
。

文
証
「
念
仏
は
易
き
が
ゆ
ゑ
に
一
切
に
通
ず
。
諸
行
は
難
き
が
ゆ
ゑ
に
諸
機
に
通
ぜ
ず
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち

一
切
衆
生
を
し
て
平
等
に
往
生
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
難
を
捨
て
易
を
取
り
て
、
本
願
と
な
し
た
ま
へ
る
か
。」

20230307更新 念仏為本
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【
参
考
】
鮮
妙
和
上
（
決
択
編
巻
３
「
選
択
称
名
」）

性
と
修
（
法
性
と
方
便
法
身
）
の
選
択
即
無
選
択

『
唯
信
鈔
文
意
』（
６
４
８
）

「
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば

も
た
え
た
り
。こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
、方
便
法
身
と
申
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、

法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
を

ば
、
世
親
菩
薩
（
天
親
）
は
「
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。」

相
対
絶
対
の
選
択
即
無
選
択

行
行
相
対
し
て
称
名
を
選
択
。
し
か
し
、
名
号
信
心
に
つ
け
ば
絶
対
で
あ
っ
て
、
称
名
に
寄
顕
し
て

相
対
を
あ
ら
わ
す
。


ನ
ম

ध

ನ



『
和
語
灯
録
』
巻
五

24

諸
人
伝
説
の
詞20

（（『
聖
典
全
書
』
六
巻609

頁
）

恵
心
の
先
徳
の
『
往
生
要
集
』
の
文
を
ひ
ら
く
に
、「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
と
い
ひ
、
又
恵
心
の

『
妙
行
業
記
』
の
文
を
見
る
に
、「
往
生
之
業
念
仏
為
先
」
と
い
へ
り
。

先

草
稿
本

廬
山
寺
本
・
往
生
院
本
（『
聖
典
全
書
』
底
本
）

最
古
の
版
本

延
応
元
年
版
本

本

宗
祖
所
覧
本

32

歳

1204

（
元
久
元
年
）

元
久
乙
丑
の
歳
、
恩
恕
を
蒙
り
て
『
選
択
』
を
書
し
き
。
同
じ
き
年
の
初
夏
中
旬
第
四
日

に
、「
選
択
本
願
念
仏
集
」
の
内
題
の
字
、
な
ら
び
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為
本
」
と
「
釈
綽
空
」
の
字
と
、
空
の
真
筆
を
も
つ
て
、
こ
れ
を
書
か
し
め
た
ま
ひ

き
。

87

歳

1259

（
正
元
元
年
）

『
選
択
集
』
延
べ
書
き
を
書
写
（『
聖
典
全
書
』
三
巻783

頁
）

新
旧
の
異

言
は
異
な
る
が
意
は
同
じ

長
西
か
？
『
選
択
集
名
対
決
』（『
浄
全
』
八
、448

）
こ
の
註
文
に
付
い
て
、
新
旧
の
異
な
り
有
り
。

先
は
最
要

本
と
同
意

良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
七
、190

）

20230307更新 念仏為本



- 25 -

一
、
法
然
聖
人
の
信
心
と
念
仏
の
関
係
性

؞
ষ
ষ
ৼ
ৌ(

౾
ষ
प
ৌ
घ
ॊ
ู


ষ
র
ၭ
ਦ
)

〔
平
成28
年
度

念
仏
為
本

判
決
〕
に
し
た
が
う

標
宗
の
文
に
お
い
て
往
生
の
業
に
つ
い
て
念
仏
為
本
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
選
択
集
』
全
体
の
所

顕
は
念
仏
往
生
で
あ
る
。
信
心
も
念
仏
も
名
号
領
受
の
相
で
あ
る
が
、
法
然
聖
人
は
浄
土
宗
独
立
と
い
う
対
外

的
意
図
か
ら
、
本
願
の
行
た
る
念
仏
と
非
本
願
の
行
た
る
諸
行
と
を
行
々
相
対
し
て｢

往
生
之
業

念
仏
為
本｣

と
標
し
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
念
仏
は
行
中
摂
信
の
念
仏
で
あ
り
、
ま
た
名
号
願
力
の
活
動

相
と
し
て
の
念
仏
で
あ
る
。

؞
ਦ
ੱ
ध

บ
भ
ঢ়
બ
ਙ(

ਦ
ઑ
ৠ
ਖ਼
भ
ધ
ृ

హ
દ
ຟ
য
౪
ྩ
ஈ

ಉ
भ
ધ)

Ｑ

信
心
と
念
仏
の
関
係
如
何
。

Ａ

「
三
心
章
」
の
標
章
の
文
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1286

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1231

頁
）

念
仏
の
行
者
か
な
ら
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
文
。

Ｑ

こ
の
三
心
は
何
経
の
三
心
か
？

Ａ

『
観
経
』
至
誠
心

深
心

回
向
発
願
心

Ｑ

『
大
経
』
で
は
な
い
で
す
ね
。

Ａ

『
大
経
』『
観
経
』
の
三
心
は
同
じ
と
見
て
い
い
。

『
観
経
釈
』（『
聖
典
全
書
』
六
巻366

頁
）

今
此
の
経
の
三
心
は
即
ち
本
願
の
三
心
を
開
く
。
爾
る
故
に
「
至
心
」
者
至
誠
心
な
り
。「
信
楽
」

者
深
心
、「
欲
生
我
国
」
と
は
回
向
発
願
心
な
り
。

Ｑ

「
念
仏
の
行
者
か
な
ら
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
」
と
い
う
が
、
念
仏
と
信
心
の
関
係
如
何
。

Ａ

善
導
大
師

就
人
立
信
・
就
行
立
信
を
受
け
て
二
種
深
信
が
引
文
さ
れ
る
。
信
心
は
念
仏
能
修
の
心
。

Ｑ

「
三
心
章
」
最
後
の
文
「
此
の
三
心
は
総
じ
て
」
を
読
め
。

Ａこ
の
三
心
は
総
じ
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
も
（
定
散
と
組
み
合
っ
た
三
心
）

ろ
も
ろ
の
行
法
に
通
ず
。

「
散
善
義
」
三
心
釈
の
お
わ
り
（『
註
釈
版
』
七
祖
篇470

頁
）
ま

た
こ
の
三
心
は
ま
た
通
じ
て
定
善
の
義
を
摂
す
、
知
る
べ
し
。

別
し
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
往
生
の
行
に
あ
（
称
名
正
定
業
と
組
み
合
っ
た
三
心
）「
同
」
願
行
す
で
に
成
じ
て
、

り
。

も
し
生
ぜ
ず
は
、
こ
の
処
あ
る
こ
と
な
か
ら
ん
。

い
ま
通
を
挙
げ
て
別
を
摂
す
。

諸
行
に
通
ず
る
三
心
を
挙
げ
て
、
し
か
も
別
し
て
念
仏
の
安
心
に

摂
め
る
（
所
顕
は
念
仏
の
三
心
に
あ
る
）

Ｑ

念
仏
行
者
が
至
誠
心
を
具
す
る
と
は
？

Ａ

真
実
心
を
も
つ
。
内
外
と
も
に
賢
善
精
進
で
あ
る
こ
と
。

Ｑ

真
実
心
を
も
っ
た
修
行
と
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ

「
散
善
義
」
で
は
法
蔵
菩
薩
の
修
行
を
挙
げ
て
い
る
。

（『
聖
典
全
書
』
一
巻761

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇455

頁
）

20230307更新 念仏為本
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ま
さ
し
く
か
の
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ひ
し
時
、
す
な
は
ち
一
念
一
刹

那
に
至
る
ま
で
も
、
三
業
の
所
修
、
み
な
こ
れ
真
実
心
の
う
ち
に
な
し
た
ま
ひ
、
お
ほ
よ

そ
施
為
・
趣
求
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
、
ま
た
み
な
真
実
な
る
に
よ
り
て
な
り
。

梯
和
上
『
法
然
教
学
の
研
究
』259

頁

し
か
し
法
蔵
の
如
き
真
実
心
を
も
っ
て
二
利
行
を
な
せ
と
い
う
の
は
、
凡
夫
の
行
者
に
と
っ
て
は
至

難
の
要
求
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
行
者
は
、
こ
の
経
説
に
直
面
し
て
真
実
の
何
た
る
か
を
知
ら
し
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
反
真
実
性
、
煩
悩
性
が
顕
わ
に
な
り
、
痛
切
な
懺
悔
が
生
ず
る
は
ず
で
あ

る
。

Ｑ

深
心
を
具
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ

二
種
深
信
。
決
定
心
。
称
名
必
得
生
。
信
疑
決
判
の
内
容
。
迷
悟
が
別
れ
る
。

決
定
心
。

（
信
機
）
一
者
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
曠
劫
已
来
常
没
常
流
転
無
有
出
離
之
縁
（1288

）

の
凡
夫
が

（
就
人
）
仏
語
は
決
定
成
就
の
了
義
（1290

）
の
釈
迦
諸
仏
の
す
す
め
に
よ
っ
て

（
就
行
）
如
来
が
正
定
業
と
定
め
て
く
だ
さ
っ
た
称
名
を
し
て
（1259

）

（
信
法
）
二
者
決
定
深
信
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
摂
受
衆
生
無
疑
無
慮
乗
彼
願
力
定
得
往
生
（1288

）

『
西
方
指
南
抄
』
下
本15

上
野
大
胡
太
郎
實
秀
へ
の
御
返
事
（『
聖
典
全
書
』
三
巻995

頁
）

さ
れ
ば
善
導
は
、
は
る
か
に
未
來
の
行
者
の
こ
の
う
た
が
ひ
を
の
こ
さ
む
事
を
か
ゞ
み
て
、
う
た
が

ひ
を
の
ぞ
き
て
決
定
心
を
す
ゝ
め
む
が
た
め
に
、
煩
惱
を
具
し
て
つ
み
を
つ
く
り
て
、
善
根
す
く
な

く
さ
と
り
な
か
ら
む
凡
夫
、
一
聲
ま
で
の
念
佛
、
決
定
し
て
往
生
す
べ
き
こ
と
わ
り
を
、
こ
ま
か
に

釋
し
て
の
た
ま
へ
る
な
り
。

Ｑ

回
向
発
願
心
は
？

Ａ

回
向
発
願
心
の
義
、
別
の
釈
を
俟
つ
べ
か
ら
ず
。
行
者
こ
れ
を
知
る
べ
し
。

四
修

『
和
語
灯
録
』
巻
四

19

禅
勝
房
に
し
め
す
御
詞
（『
聖
典
全
書
』
六
巻560

頁
）

信
を
ば
一
念
に
む
ま
る
と
と
り
、
行
を
ば
一
形
は
げ
む
べ
し
。

一
、
宗
祖
の
「
念
仏
為
本
」
の
相
承
と
、
信
心
正
因



บ
ನ
ম


〔
平
成
一
八
年
判
決
〕

対
外
的
に
聖
道
諸
行
に
比
対
す
る
と
き
は
、
念
仏
諸
善
比
校
対
論
と
、
念
仏
往
生
の
法
門
を
か
か
げ
ら
れ
て
い

る
。

〔
平
成
二
八
年
判
決
〕

信
心
も
念
仏
も
名
号
領
受
の
相
で
あ
る
。
念
仏
為
本
は
名
号
の
活
動
相
と
し
て
顕
著
な
念
仏
に
お
い
て
業
因
を

語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
行
証
の
三
法
組
織
と
な
り
、
行
と
証
と
が
直
接
し
て
名
号
独
用
を
示
し
て

い
る
。

20230307更新 念仏為本
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「
行
文
類
」出

体
釋
（『
聖
典
全
書
』
二
巻15

頁
）（『
註
釈
版
』141

頁
）

称
名
破
満
（『
聖
典
全
書
』
二
巻19

頁
）（『
註
釈
版
』146

頁
）

念
仏
諸
善
比
校
対
論
（『
聖
典
全
書
』
二
巻57

頁
）（『
註
釈
版
』199

頁
）

『
選
択
集
』
引
文
（『
聖
典
全
書
』
二
巻48

頁
）（『
註
釈
版
』187

頁
）

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻640

頁
）（『
註
釈
版
』665

頁
）

往
生
の
正
因
は
念
仏
を
本
と
す

正
定
の
業
因
は
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
名
を
と
な
ふ
る
也
（『
聖
典
全
書
』
二
巻641

頁
）（『
註
釈
版
』6

66

頁
）

〔
平
成
一
八
年
判
決
〕『
銘
文
』
に
は
「
安
養
浄
土
の
往
生
の
正
因
は
念
仏
を
本
と
す
」

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
『
選
択
集
』
標
宗
の
文
を
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
標
挙
を
か
か
げ
て
法
体
名
号
に
も
と
づ
く
念
仏
一
行
を
往
生
の
因
と
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
因
と
あ
っ
て
も
、
衆
生
の
能
称
の
功
徳
を
因
と
さ
れ
た
も
の
で
な

い
。

『
一
念
多
念
文
意
』

結
文

浄
土
真
宗
の
な
ら
ひ
に
は
、
念
仏
往
生
と
申
す
な
り
、
ま
つ
た
く
一
念
往
生
・
多
念
往
生
と
申
す
こ
と
な
し
、

こ
れ
に
て
し
ら
せ
た
ま
ふ
べ
し
。

ਦ
ੱ
ਫ


〔
平
成
二
八
年
判
決
〕

信
心
正
因
は
名
号
領
受
の
極
要
で
あ
る
信
心
に
お
い
て
正
因
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
行
信
証
の

四
法
組
織
と
な
り
、
信
と
証
と
が
直
接
し
て
、
往
因
決
定
は
名
号
領
受
の
時
す
な
わ
ち
信
一
念
で
あ
る
と
い
う

唯
信
正
因
を
示
し
て
い
る
。
信
心
正
因
と
念
仏
為
本
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〒
五
九
九
︱
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com
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